
第
一
二
位
却

古
代
。
中
世
の
建
築

市
内
に
は
十
二
世
紀
か
ち
り
十
六
世
紀
の
護
軍
な
古
建
築
等
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
西
区
で
は
如
意
寺
に
十
二
世
紀
後
半

（
文
化
庁
は
鎌
倉
前
期
と
し
て
い
る
）
と
推
定
で
き
る
阿
弥
陀
設
を
始
め
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
の
一
一

こ
う
み
ん

四
五
一
一
）
の
文
殊
堂
（
い
ず
れ
も
品
協
支
）
と
山
門
が
あ
る
。
太
山
寺
は
鎌
倉
時
代
の
弘
安
八
年
（

年

二
八
五
）
建
立
の
本
堂
（
国
宝
）

と
十
六
世
紀
中
頃
の
仁
王
門
（
議
文
）
、
さ
ら
に
塔
頭
の
安
養
践
に
十
七
段
紀
初
頭
、
の
庭
問
〈
名
勝
）
が
あ
り
、
神
社
で
は
十
六

由
紀
の
宗
賢
神
社
本
殿
（
県
文
）
が
あ
る
。
北
区
で
は

璽
ろ
が
あ
り
、
酪
僧
尾
の

古代・中世の建築

に
十
五
世
紀
後
半
の
薬
師
堂
と
少
し
下
る
頃
の
一
一
お
う
え
い

（
県
文
）
は
十
五
世
紀
後
半
の
村
人
が
維
持
し
た
仏
堂
で
あ
る
。
神
社
で
は
芯
永
十
五
年

ぶ
ん
し
ょ
っ

（
一
四
O
八
）
の
縦
厚
板
自
板
葺
の
若
王
子
神
社
本
殿
（
童
文
）
、
神
社
の
塔
と
し
て
県
下
で
最
古
の
文
疋
元
年
（
一
回
ハ
ム
ハ
）

（
議
文
）
、
永
正
八
年
（
一
五

（
放
ハ
に

建
立
の
六
条
八
幡
神
社

）
建
立
の
豊
歳
神
社
本
殿
（
意
文
）
、
ま
た
十
五
世
紀
初
め

領
と
推
定
さ
れ
る
、

わ
が
国
最
古
の
民
家
建
築
で
あ
る
箱
木
家
住
宅
（
意
文
）
が
あ
る
。
田
市
街
地
で
は
須
謄
援
の
福
祥
寺

お

う

あ

ん

く

》

で

ん

ぷ

ん

め

い

（
須
磨
寺
）
の
本
堂
の
後
ろ
に
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
の
一
一
一
環
仏
壊
と
宮
殿
（
重
文
）
が
あ
り
、
中
央
区
の
徳
光
院
に
は
文
明
十

年

四
七
八
）
の
多
宝
塔
（
童
文
）
が
垂
水
区
の
明
王
寺
か
ら
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
本
文
で
は
寺
院
・
神
社
・
住
宅
の

第二銭1

関
さ
己
主
二
M
O

組
問
つ
舌
ロ
4
刃寸
3
1
J
j
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如
意
寺
（
西
区
山
脈
創
的
谷
口
）

山
口
す
は
比
金
山
。
天
台
宗
の
古
利
で
、
『
播
陽
明
五
之
保
比
金
山
如
意
寺
田
記
（
以
下
旧
記
）
』
（
『
神
戸
市
文
献
史
料
』
第
二
滋
］
）

に
よ
れ
ば
対
わ
一
苅
年
（
ム
ハ
間
五
）
削
船
仙
人
の
開
基
、
同
五
年
に
孝
徳
天
皇
の
勅
願
所
に
な
り
、
官
昨
年
中
（
六
五
0
1五
回
）

！

ιじ
ゅ

に
諸
堂
が
建
っ
た
と
し
、
ま
た
霊
亀
二
年
（
七
二
ハ
）
に
行
基
が
建
立
と
あ
る
が
定
か
で
な
い
。
じ
寿
元
年
（
八
五

日口；i日
門口 口

三三？石段

~＇＜： 
／戸：ァ＼

いミ〕j
＼～ノ
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）
円
仁
が

文
殊
堂
を
建
て
、
伽
藍
を
整
俄
と
も
あ
る
が
不
詳
で
あ
る
。

次
い
で
正
暦
年
間
（
九
九
0
1九
五
）
に
願
西
が
復
興
し
、

の
貞
応
一
一
一

中
興
関
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

年

ま
ん
ど
こ
ろ
く
だ
し
ぶ
み

の
延
踏
寺
政
一
昨
下
文
案
に

「
願
羽
田
忠
人

凹

建
立
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
こ
の
時
が
創
建
で
あ
ろ
う
。

ふ
ん
か

伽
藍
は
文
化
元
年
三
八
O
四
）
の
『
播
州
名
所
巡
覧
図
絵
』

に
、
本
堂
の
ほ
か
に
山
門
、
鏡
楼
、
一
一
一
霊
塔
、
坊
舎
二
四
所
、

文
殊
堂
、
常
行
堂
、
一
二
昧
堂
、
護
摩
堂
、
観
音
堂
が
み
え
大

伽
藍
と
あ
る
が
、
現
在
は
本
堂
跡
と
西
の
阿
弥
陀
堂
（
常
行

正
面
の
文
殊
堂
と
山
門
お
よ
び
庫
裏

川
県
）
、
東
の
一
一

等
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
本
寺
の
伽
藍
は
天
台
宗
の
古
い
伽
藍
配
置
を
残
し

て
い
る
。
文
殊
堂
・
常
行
堂

は
中
国
の
天
台
宗
の

916 ,1，代・ Lj:JI世の文化財mイーな



4
リ
シ
ガ
し
」

知
日
顕
が
五
九
四
年
に
講
じ
た

で
行
儀
と
し
た
凹
磁
一
一
一
味
の
う
ち
の
三
つ
の
修
法
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が

国
で
は
回
収
澄
が
比
叡
山
で
の
修
行
僧
に
対
し
十
二
年
舘
山
等
を
決
め
た
「
山
家
学
生
式
」
で
こ
れ
を
定
め
た
。
す
な
わ
ち
常
坐

一
一
一
昧
は
文
殊
獅
利
所
説
般
若
経
に
よ
り
九
十
日
を

期
と
し
て
昼
夜
坐
し
て
の
修
法
で
文
殊
堂
が
そ
の
修
行
堂
で
あ
る
。
常
行

ニ
昧
は
法
恭
経
に
よ
り
二
十
一
日
を

期
と
し
て
周
回
と
坐
法
を
繰
り
返
し

期
と
し
て
昼
夜
休
ま
ず
河
弥
陀
の
ま
わ
り
を
ま
わ
り
続
け
る
修
法
で
常
行
堂
で
行
う
。

三
味
は
般
舟
一
一
一
昧
経
に
よ
り
九
十
日
を

行
う
も
の
で
法
翠
堂
で
行
う
。
非
行
非
坐
三
味
は
随
自
意
三
味
と
も
い
い
前
認
の

三
法
以
外
の
修
法
で
、
時
と
方
法
や
場
所
期
間
を
定
め
な
い
修
法
で
、
随
自
意
一
一
一

昧
堂
で
行
う
。
比
叡
山
で
は
常
行

ニ
昧
と
が
主
に
修
法
さ
れ
、
常
行

一
堂
が
並
び
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
現
在
で
は
西
塔
に
文
禄
四

の

（
一
五
九
五
）
再
建
の
常
行
設
と
法
華
堂
が
廊
で
繋
が
れ
た
担
い
堂
形
式
で
建
つ

て
い
る
。
こ
の

広
が
り
と
と
も

で
も
建
て
ら
れ
る
よ
う

出代・ tjJj型の建築

に
な
っ
た
。
当
時
の

の

と
も
に
あ
る
の
は
加
古
川
市
の
鶴
林
寺
で
、
平
安
時

代
後
期
の
常
行
堂
と
、

前
の
西
東
に
建
っ
て
い
る
。
こ
の
鶴
林
寺
の

,.>J...l, 

主主
｛ま
本
尊
の

~~ ~ 
ftミ 1('1

~~ ~ 
迎5が
墜3本
が堂
あの

り
正
面
に
礼
堂
が
付
い
て
い
る
の
で
、
堂
の
性
絡
は
純
粋
な
修
行
堂
か
ら
礼
拝
自

第二二i1i1

的
の

に
変
わ
る
過
程
で
あ
る
。

十
一
世
紀
に
入
る
と
、
人
々
は
仏
法
衰
退
の
末
法
の
出
の
到
来
を
現
実
の
も
の

如意寺全景写真198

lli'｛＼：：・仁J:!I立際;1ミ編H917 



九
い
し
ょ
っ

と
感
じ
た
よ
う
で
、
吋
扶
桑
略
記
』
の
永
示
七
年
（
一

O
五
二
）

一
月
二
十
六
日
の
記
事
は
「
今
年
始
め
て
末
法
に
入
る
」
と

あ
る
。
当
時
は
そ
れ
を
’
袈
付
け
る
か
の
よ
う
な
天
変
地
異
や
飢
能
、
内
裏
や
寺
院
等
の
火
災
が
続
い
て
起
き
た
。
か
か
る
出
請

に
人
々
は
極
楽
浄
土
の
教
主
で
あ
る
阿
弥
陀
の
来
迎
を
期
待
し
て
浄
土
信
仰
が
路
盛
を
見
る
。
そ
の
例
と
し
て
藤
原
頼
通
が
道

て
ん
さ

長
か
ら
譲
ら
れ
た
宇
治
の
別
業
を
末
法
到
来
の
年
に
寺
に
変
え
、
翌
年
の
天
喜
一
川
年
（

。
五
一
一
）
に
平
等
院
阿
弥
陀
堂
が
完

成
し
た
。
堂
は
極
楽
浄
土
を
こ
の
世
に
再
現
し
た
建
築
で
、
東
向
き
に
左
右
の
翼
廊
と
尾
臨
を
構
え
、
中
堂
に
安
置
し
た
本
尊

が
阿
弥
陀
を
四
方
浄
土
に
い
る
姿
と
し
て
、
池
の
東
の
礼
拝
堂
か
ら
拝
む
構
想
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
阿
弥
陀
堂
の
建
築
が
全

国
的
に
広
ま
る
。

浄
土
信
仰
の
降
盛
に
よ
っ
て
常
行
三
昧
堂
は
阿
弥
陀
礼
拝
の

に
性
格
を
変
え
る
。
鶴
林
寺
常
行
堂
は
正
蛍
の
前
の
礼
堂
が

結
界
さ
れ
ず
に
正
堂
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
二
昧
堂
か
ら
礼
拝
堂
へ
の
退
渡
期
の
建
築
だ
か
ら
で
あ
る
。
礼
拝
だ
け
を
自

的
と
し
た
堂
で
は
常
行
ヨ
昧
を
修
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

そ
れ
と
対
の
法
華
堂
も
性
格
を
変
え
る
。
鶴
林
寺
の
太
子
堂
は
法

で
釈
迦
を
本
尊
と
し
、
前
回
に
礼
堂
を
付
け
格
子
で
結
界
し
た
礼
拝
堂
で
あ
る
。
本
尊
の
釈
迦
の
後
の
来
迎
壁
に
は
阿
弥

陀
の
九
品
来
迎
図
と
帰
来
迎
が
掛
か
れ
て
い
る
。
釈
迦
の
正
し
い
教
え
の
法
華
経
を
信
じ
れ
ば
九
日
間
の
往
生
が
可
能
で
あ
る
と

教
示
す
る
図
で
あ
る
。
な
お
背
而
は
釈
迦
の
浬
繋
閣
で
あ
る
。
や
が
て
こ
の
法
華
堂
も
建
て
ら
れ
な
く
な
り
、
か
わ
り
に
一
一
一
清

仁
ょ
う
あ
ん

で
、
承
安
元
年
（
一

塔
が
建
て
ら
れ
る
。
法
華
堂
か
ら
変
わ
る
年
代
が
明
ら
か
な
最
古
の
塔
は
加
西
市
の
一
乗
寺
の
一
一

七
乙
で
あ
る
。

如
意
寺
の
建
物
で
は
、
十
二
世
紀
後
半
の
平
安
時
代
末
（
重
要
文
化
財
指
定
の
際
の
年
代
比
定
で
は
鎌
倉
時
代
前
期
）
の
阿
弥
陀

（
山
川
行
設
）
と
、
室
町
時
代
前
期
の
三
重
塔
、
室
町
時
代
中
期
の
文
殊
堂
の
一
一
一
棟
と
、
少
し
離
れ
た
西
側
の
山
門
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
建
築
は
創
建
当
初
の
建
築
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
文
殊
堂
は
本
堂
の
正
面
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
比
叡
山
東

塔
の
文
殊
堂
（
現
状
は
楼
門
形
式
）
の
存
在
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
仙
の
天
台
宗
の
遺
構
に
は
な
い
配
置
で
あ
る
。
開
弥
陀
堂
の

下
関
に
は
前
’
身
建
物
が
あ
っ
た
し
、

の
下
層
に
も
現
三
重
塔
と
は
違
う
退
陣
怖
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
当

初
の
伽
藍
は
西
に
常
行
三
昧
堂
、
東
の
三
重
塔
に
重
な
っ

一
一
味
堂
が
建
ち
、
南
に
文
殊
三
味
蛍
が
建
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
配
置
は
山
下
の
天
台
宗
で
は
早
い
時
期
の
逮
捕
と
い
え
、
先
述
し
た
願
西
に
よ
る
十
位
紀
末
の
創
建
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
当
寺
の
配
置
は
本
堂
と
常
行
堂
だ
け
の
法
界
寺
裂
と
さ
れ
て
き
た
が
、
常
行
堂
・
法
翠
堂
・
文
殊
堂
の
一
一

配
置
で
、
如
意
寺
型
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
古
代
の
天
台
伽
藍
を
考
え
る
上
で
特

で
あ
る
。

阿
弥
陀
堂
（
常
行
堂
）
〔
重
要
文
化
財
〕

方
三
間
各
辺
七
・
九
八
メ
ー
ト
ル
（
三
ハ
尺
二
一
寸
四
分
）
の
一
間
四
国
堂
で
、
紬
部
は
大
田
取
方
柱
。

に
本
墓
股
（
た
だ
し
修
取
で
補
加
）
、
軒
は
二
軒
繁
垂
木
。
修
理
前
は
方
形
造
で
あ
っ
た
が
、

屋
造
に
改
め
ら
れ
た
。

組
物
は
平
一
一

解
体
修
理
で
栃
葺
状
鋼
板
葺
入：中
母も備

比
叡
山
田
塔
の
方
五
期
の
正
規
の
常
行
堂
と
比
べ
る
と
小
規
模
だ
が
、

ニ
間
堂
で
は
鶴
林
寺
の
常
行

古代・仁jJ！立の建築

の
正
面
よ
り
少
し
大
き
め
で
、

の
規
模
の
常
行
一
一
一
昧
堂
で
あ
る
。
建
立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
現
建
物
の
下
関
に
焼

土
隠
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
前
身
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
十
二
世
紀
以
降
の
建
築
は
多
く
の
堂
が
礼
堂
を
付

に
ん
び
ょ
う

で
あ
り
、
そ
れ
は
前
身
建
物
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
野
地
摘
左
は
仁
平

け
て
い
る
が
、
現
建
物
は
礼
堂
を
持
た
な
い

一
年
（
一
一
五
二
）
を
寺
の
創
建
と
し
て
、
堂
の
建
立
は
こ
れ
よ
り
下
る
頃
と
し
て
い
る
が
（
「
天
台
伽
盤
会
め
ぐ
る
若
子
の
問
題

:iiHごiWi

（下）」）、

そ
れ
以
前
か
ら
建
物
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
創
建
年
代
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
平
面
で
は
室
内
の
柱
の

背
面
の
柱
通
り
を
庇
の
柱
通
り
よ
り
後
退
さ
せ
て
い
る
。
本
尊
の
前
を
広
く
と
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
仏
壇
に
来
週
壁
の
な

1t;・n:: • r11m 燈！と編日

の
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主口元雲寺阿弥i吃堂

い
四
方
正
面
の
仏
壇
で
ど

」
か
ら
で
も
本
尊
を
拝
め

如意寺阿弥陀堂（内部）

身もる
舎やよ
とう
庇に
のな
段つ
差て
カま し、
なる
し、。

写真199

井
は
折
上

組

警j庇
イ~~の
』 A よ

床
で
あ
る
こ
と
、

で
、
身
舎
の
天
井
は

写真200

問
問
く
構
え
る
が
同
じ
構
成

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
流
行
の
阿
弥
陀
礼
拝

の

で
な
く
、
本
来
の
や
巾

行
三
味
堂
の
構
成
で
あ
る
。

と
大
き
く
、

斗
の

こ
の
平
面
か
ら
は
環
建
物
の
建
立
年
代
は
野
地
説
の
十
二
世
紀
後
半
と
し
て
よ
い
。
ま
た
当
初
の
方
柱
の
面
比
が
五
・
一
一
一
分
の

は
ん
し
と
み
と

の
高
さ
が
鎌
倉
時
代
の
も
の
よ
り
高
い
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。
正
面
は
一
一
A

間
と
も
半
蔀
一
戸
で

開
放
で
き
る
。
両
側
面
の
正
師
側
の
第
一
服
は
弊
軸
を
回
し
て
小
脇
板
を
立
て
て
板
戸
を
外
開
き
に
釣
る
。
中
央
間
は
半
蔀
戸

一
間
は
漆
喰
壁
で
あ
る
。
背
面
の
中
央
防
は
小
脇
柱
を
立
て
板
一
戸
外
開
に
し
、
同
脇
閣
は
漆
喰
壁
で
あ
る
。
外
回
り
は
切

り
目
縁
を
回
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
堂
は
、
身
舎
に
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
置
き
、
そ
の
問
天
柱
の
間
関
を
不
眠

920 
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如意寺阿弥陀設の平面~I C文化庁提供、一部修正）

不
休
で
九
十
日
間
聴
聞
す
る
常
行
一
一
一
昧
を
修
行
す
る
た
め

の
常
行
堂
本
来
の
形
を
残
し
た
遺
構
と
し
て
他
に
例
は
な

く
緩
め
て
貴
重
で
あ
る
。
な
お
江
戸
時
代
に
は
常
行
一
一
一
昧

堂
と
い
う
古
称
が
使
わ
れ
て
い
た
。

一
愛
塔
〔
烹
要
文
化
財
〕

五
智
如
来
を
本
尊
と
し
た
四
方
回
縁
の
本
瓦
葺
一
一
一
章
一
塔

で
あ
る
。
組
物
は

軒
は
二
軒
繁
垂
一
木
。
相
輪
の

龍
前
十
は
修
理
の
擦
に
鋳
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
陰
刻
さ
れ

、し

L」
ノ
＼

た
銘
で
至
徳
一
一
年
（
一
一
一
一
八
五
）
の
建
立
年
代
が
分
か
る
が
、

つ
元
和
五
年
（

ふ
も
，
っ

ム

ノ＼

九
）
の
修
理
銘
も
あ
る
。
建

立
銘
を
残
し
て
再
鋳
し
た
の
は
当
時
の
修
理
の
あ
り
方
を

間90

知
る
上
で
得
難
い
資
料
で
あ
る
。
下
部
の
発
掘
で
は

壌
と
し
て
の
建
立
は
今
の
塔
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
明
確
で
は
な
い
が
下
層
に
遺
構
が
あ
り
、
一
一
一
霊
塔
が
建
つ
前
に
こ
の
位

J

初
重
は
桁
行
梁
閣
と
も
一
一
一
・
八

に
小
規
模
な
堂
が
建
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
法
翠
堂
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
あ
る
。
外
観
は
下
重

A~· … 

反3一品目ll

よ
り
上
重
が
各
柱
問
毎
に

支
（
震
木
二
本
の
中
心
開
隔
）
ず
つ

メ
ー
ト
ル
（
一
二
尺
六
寸
二
分
）
の
普
通
の
規
模
の
和
様
の

一
一
支
逓
減
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
重
が
二
六
支
で
二
重
が

ニ
一
一
一
支
、
一
二
重
が
一
一

O
支
と
き
れ
い
な
規
矩
の
寸
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
各
震
の
逓
減
の
大
き
さ
に
加
え
て
、
隅
柱
の

•"if＼＇：・ rjijlt日程！と編耳92工



如意守ご三:ill~益

を
中
央
の
柱

如意寺三重塔（部分）

よ
り
大
き
く

2手真201

の
ば
し
て
お

り
、
軒
天
井

と
軒
支
輸
を

構
え
る
正
規

写真202

の
一
一
一
手
先
の

組
物
に
よ
る

深
い
軒
の
出

と
と
も
に
美

し
い
軒
反
り
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
軸
部
で
は
初
重
の
柱
時
装
置
は
定
法
通
り
で
、
中
央
聞
が
弊
軸
を
屈
し
て
板
一
戸
両
開
き
、

こ
L
な

げ

し

う

ち

の

り

な

げ

し

脇
間
は
腰
長
押
と
内
法
長
押
の
問
に
小
脇
板
付
き
の
縦
の
官
連
子
で
あ
る
。
一

二
重
は
中
央
聞
は
弊
軸
で
板
一
戸
両
開
き
、
脇

聞
は
額
縁
で
縦
板
壁
。
室
内
は
回
天
柱
で
は
な
く
後
ろ
二
本
の
来
迎
柱
と
し
て
来
迎
壁
を
た
て
、
前
に
唐
様
（
禅
宗
機
）
の
仏

主

代

し

わ

ら

び

て

壇
を
構
え
る
。
高
欄
は
正
面
の
偶
に
擬
宝
珠
柱
で
中
央
に
蕨
手
。
腰
に
ほ
ぼ
左
右
対
称
の
唐
事
付
き
の
羽
目
板
。
天
井
は
す

べ
て
折
上
小
組
格
天
井
。
心
柱
は
天
井
の
上
か
ら
立
つ
。
こ
の
時
代
で
は
塔
の
初
震
は
仏
堂
と
同
じ
よ
う
に
仏
像
を
安
置
す
る

目
的
の
も
の
で
あ
る
。
上
層
の
組
物
の
隅
の
大
斗
に
痛
を
造
っ
て
い
る
の
も
め
ず
ら
し
い
。
規
模
は
大
き
く
は
な
い
が
建
立
年

代
が
明
ら
か
で
、
外
観
は
正
規
の
和
様
に
統
一
さ
れ
た
美
し
い
姿
の
三
重
塔
で
、
市
内
で
最
も
古
い
塔
で
あ
る
。
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文
殊
堂
（
慈
愛
文
化
財
〕

（
間
二
尺

す
）
。
梁
間
四
問
、
九
・
七
一

伽
藍
へ
の
登
り
道
が
西
妻
を
通
る
が
伽
藍
の
ほ
ぼ
中
央
の
軸
線
上
に
建
っ
て
い
る
。
約
行
五
閥
、
の
堂
で
あ
る
。
柱
は
す
べ
て
内

メ
ー
ト
ル
（
一
一
三
尺
八
分
）
の
三
間
四
面
の

て

み

、

ノ

と

け

ん

と

っ

か

柱
、
た
だ
し
身
舎
に
は
梁
問
中
央
に
は
柱
を
立
て
な
い
。
組
物
は
出
三
斗
で
山
中
備
は
間
斗
束
、
粁
は
二
軒
繁
垂
木
、
屋
根
は
入

母
屋
造
本
瓦
茸
。
建
立
年
代
は
組
物
の
巻
斗
の

古代・仁j:J役の建築第二節

一
・
七
六
メ
ー
ト
ル

に
「
法
大
陸
二
月
」
と
あ
り
、
様
式
か
ら
享
徳
ニ
年
（
一
四
五
一
一
一
）
の
再
建

と
考
え
ら
れ
る
。
堂
内
は
結
界
の
な
い

の
中
央
の
柱
を
中

で
、
東
妻
の

心
と
し
て
左
右
に
振
り
分
け
の
位
置
に
仏
壌
を
構
え
る
。
仏
坦
か
ら
す
る
と
堂

は
西
正
面
に
な
る
が
、
西
妻
は
中
央
の
柱
間
二
間
が
横
羽
目
板
張
で
あ
る
の
で

出
入
口
を
正
酉
と
す
れ
ば
北
正
面
に
な
る
。
室
内
を
結
界
し
な
い
の
は
食
堂
と

立ll怠寺文殊主主

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
室
外
は
四
万
四
縁
で
隅
に
擬
宝
珠

を
立
て
た
高
欄
を
留
す
。
北
岡
中
央
間
を
開
け
高
欄
は
両
脇
に
擬
宝
珠
柱
を
立

て
て
止
め
る
。

写真203

柱
開
は
北
面
南
面
は
す
べ
て
格
子
戸
引
違
。
四
一
実
は
河
脇
間
が
板
張
の
格
子

戸
引
違
で
、
中
央
二
関
は
板
張
、
東
面
は
す
べ
て
横
羽
自
板
張
。
室
内
の
床
は

梁
間
方
向
の
板
張
。
仏
壊
は
江
戸
時
代
中
期
の
補
加
で
、
一
間
向
調
を
回
し
中
央
に

つ
な
さ
ば
り

入
母
屋
軒
唐
破
風
付
き
の
皆
様
の
宮
殿
を
乗
せ
る
。
天
井
は
丸
桁
と
繋
梁
上

ぷ
お
ぷ
ち

に
梁
間
方
向
に
悼
を
通
し
た
椋
縁
天
井
で
あ
る
。
文
殊
堂
と
し
て
指
定
さ
れ
て

;l!fl,'.・rjljlt施）！ミj記iII 923 



た
が
、
今
は
一
一
一
間

如意寺文殊堂の半面図（文化庁提供、一部修正）

か
い
じ
ゅ
う
せ
ん

い
る
建
築
は
京
都
府
の
海
住
山
寺
（
木
津
川
市
）
と
鳥
取
県
の
一
一
一
仏

（
三
朝
町
）
に
あ
る
が
、
規
模
で
は
こ
の

は
そ
れ
ら
よ
り
遥
か

に
大
き
い
。
和
様
の
装
飾
の
少
な
い
簡
素
な
建
築
で
、
お
そ
ら
く
創

建
時
の
常
坐
一
一
一
昧
堂
の
名
残
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
も
き
わ
め
て
貴
重
な
建
築
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
如
意
寺
に
は
平
安
時
代
末
の
阿
弥
陀
堂
（
常
行
蛍
）

と
室
町
時
代
前
期
の
二
一
霊
塔
、
問
中
期
の
文
殊
堂
が
残
っ
て
お
り
、

こ
の
伽
藍
配
置
は
如
意
寺
型
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
十
世
紀
末
の
天

の
山
下
の
寺
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
最
重
で
あ

る
。
ま
た
各
建
築
の
建
て
ら
れ
た
時
代
の
特
長
を
比
較
で
き
る
こ
と

え
ん
ぽ
う

の
延
宝
四
年

阪］91

で
も
得
難
い
存
在
で
あ
る
。

な
お
山
内
は

の
八
脚
門
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
軸
部
は
中
世
の
楼
門
の
古
材
で
あ
る
。
な
お
金
剛
力
士
像
は
鎌
倉
時

（
一
六
七
六
）
の
記
事
に
楼
門
と
あ
り
、
十
七
世
紀
後
半
は
楼
門
で
あ
っ

代
の
作
で
あ
る
。

太
出I LW 

1さ二
ニ四
身区
山伊
JI I 
天Z器
型な詰
一関

（
一
六
八
三
）

て
ん
え
ん

の
天
延
元
年
（
九
七
一
一
…
）
付
「
太
山
寺
縁
起
』
（
吋
倍
以
史
』
凹
「
寺
社
縁
起
類
」
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〔
播
磨
国
〕

は
藤
原
鎌
足
の

の

九

の
創
建
と
し
、
字
合
が
建
立
を
命
じ
た
と
も
あ
る
。

の

年
（
七
二
ハ
）
の
建
立
と
も
す
る
。

の
勅
頼
主
リ
説
は
そ
の
後
中
世
文
書
に
も
散
見
す
る
が
確
証
は
な
い
。

ほ
？
っ
え
ん

野
地
情
左
は
阿
弥
柁
堂
が
新
堂
と
し
て
保
延
一
一
一
年
（
…

七
）
か
そ
れ
よ
り
少
し
以
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
と
し
、

古代• c!Jt立の建築

F元

J,., ... ~，，，.h 

!t\~llll 

太山寺の伽箆配置関 Cl太山寺リーフレット」所裁のほiに加筆）

創
建
も
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
し
て
、
鶴
林
寺
太
子
堂
の
天
永
三
年

一
二
）
よ
り
後
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
常
行
設
と
法
華
堂
が

並
列
し
た
鶴
林
寺
式
で
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

の
創
建
時
の
伽

は
本
堂
と
常
行
賞
の

で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
か
ら
で
あ
る

（
「
天
台
伽
墜
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
（
下
）
」
）
。
し
か
し
ほ
か
に
釈
迦
を
本

尊
と
し

の
存
在
が
記
録
か
ら
想
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち

年
三
二

O
九
）
八
月
の
太
山
寺
住
僧
琳
秀
等
勧
進
状

（
『
県
史
』
二

「
太
山
寺
文
書
」

）
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
八
月
二
十
七
日
夜
に
焼
失

し
た
建
物
は
、
本
堂
・
釈
迦
堂
（
皆
金
色
丈
六
）
・
阿
弥
陀
堂
（
石
仏
半

丈
六
）
・
鐘
楼
・
食
堂
（
文
殊
像
）
・
宝
殿
・
拝
殿
と
あ
る
。

の
下

の
書
き
込
み
で
は
釈
迦
堂
に
は
丈
六
像
が
あ
り
、
間
弥
陀
蛍
に
は
そ
の

半
分
の
規
模
の
石
の
半
丈
六
像
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
丈
六

の
釈
迦
の
本
尊
を
安
置
で
き
る
堂
は
か
な
り
の
規
模
の
も
の
と
想
定
し

図92

て
よ
い
。

そ
の
後
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
の
火
災
で
本
堂
と
こ
の
釈

古代・ i:\Jt~：
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迦
堂
は
再
び
焼
失
し
た
が
、
阿
弥
陀
堂
は
焼
失
を
免
れ
た
。
現
在
の
阿
弥
陀
堂
の
本
尊
は
丈
六
の
坐
像
で
あ
る
。
こ
の
像
は
承

元
火
災
後
の
再
興
の
時
に
石
像
の
半
丈
六
像
は
焼
け
て
安
置
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
木
造
で
丈
六
像
に
造
替
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
示
元
二
年
に
焼
け
た
釈
迦
蛍
の
規
模
は
丈
六
像
を
安
置
し
て
い
た
か
ら
、
当
然
今
の
阿
弥
陀
堂
と
同
規
模
程
度
の

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
釈
迦
を
本
尊
と
す
る
堂
は
当
時
の
天
台
宗
の
伽
躍
で
は
法
議
広
主
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

ま
た
焼
失
の
食
堂
は
文
殊
堂
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

釈
迦
常
・
阿
弥
陀
堂
等
の
呼
称
は
、
こ
の
勧
進
状
の
頃
は
す
で
に
法
華
三
昧
堂
・
常
行
三
味
堂
な
ど
の
本
来
の
修
行
堂
の
機

能
が
失
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
尊
の
名
で
堂
名
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
問
題
が
な
い
。
現
在
の
一
一
一
霊
塔
周
辺
に
は
三
閉
四
面
堂

が
建
て
ら
れ
る
広
さ
が
あ
る
。
こ
の
位
霞
に
釈
迦
を
本
尊
と
し
た
法
華
堂
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
食
堂
を
含
め
て
二
一
線
の
三
昧

の
発
展
し
た
堂
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、

の
創
建
時
期
は
、
本
堂
と
阿
弥
陀
堂
の

堂
か
ら
講
成
さ
れ
た
こ
と
を
前

提
で
導
き
出
さ
れ
た
野
地
説
の
保
延
三
年
を
下
限
と
す
る
年
代
よ
り
古
い
と
し
て
も
矛
屈
が
な
い
。
如
意
寺
と
伺
じ
伽
藍
配
置

が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
十

世
紀
に
は
す
で
に
創
建
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
意
味
で
も
三
重
塔
周
辺
の
発
掘
を
是
非
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
含
め
て
創
建
時
期
の
検
証
を
改
め
て
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

域
内
は
大
き
く
二
一
段
に
造
成
さ
れ
て
お
り
、
現
状
は
最
上
段
の
中
央
の
南
寄
り
に
国
宝
の
本
堂
が
南
面
し
て
建
つ
。
そ
の
東

に
は
鎮
守
社
や
太
子
堂
、
東
北
に
羅
漢
堂
と
釈
迦
堂
、
四
に
鐘
楼
、
西
北
に
護
摩
堂
等
が
建
ち
、
中
段
の
や
や
北
寄
り
に
東
面

し
て
阿
弥
陀
堂
、
中
段
東
側
ほ
ぼ
中
央
に
一
一
一
重
塔
が
建
っ
て
い
る
。
下
の
設
は
塔
頭

の
建
つ
場
所
で
、
南
の
中
程
に
名
勝

の
庭
を
持
つ
安
養
院
が
あ
る
。
境
内
の
南
西
の
端
の
県
道
沿
い
に
重
要
文
化
財
の
仁
王
門
が
あ
る
。

926 古代・ LilI肢の文化財ヨ~ 1--:f,1: 



こ
れ
ら
の
建
築
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
本
堂
で
あ
る
。
元
は
五
間
間
関
の
正
面
に
礼
堂
が
付
い
た
堂
で
あ
っ
た
が
、
一
一
度
自

の
火
災
後
、
現
在
の
棟
下
で
内
外
陣
に
区
画
し
た
堂
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
変
化
は
当
時
の
寺
院
の
維
持
を
考
え
る
こ
と
で
理

く
も
ん

解
で
き
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
在
地
の
地
頭
・
地
頭
代
や
公
文
等
が
寺
を
維
持
す
る
た
め
に
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
る
。
現
に

「
太
山
寺
文
書
」
に
も
こ
れ
ら
の
寄
進
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
動
き
に
対
応
す
る
寺
院
の
あ
り
方
は
、
本
堂
を
地
域

へ
開
放
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の

の
前
に
礼
堂
を
付
け
た
蛍
か
ら
、

の
中
央
で
前
後
に
隅
仕

切
り
正
面
側
を
外
陣
と
し
て
常
時
開
放
す
る
構
成
に
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
在
地
の
百
姓
層
も
自
由
な
参
詣
が
可
能
に
な
っ
た
。

で
は
仏
壌
の
中
央
に
春
日
町
子
を
納
め
て
本
尊
を
安
置

一
方
内
陣
は
中
央
に
仏
を
安
置
せ
ず
背
面
近
く
に
仏
壇
を
霞
く
。

し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
仏
壇
に
宮
殿
や
厨
子
を
構
え
て
本
尊
を
納
め
て
秘
仏
と
し
、
日
常
は
本
尊
を
直
接
拝
む
こ
と
が
で
き

け
ら
え
ん

の
特
別
な
日
に
開
帳
し
礼
拝
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
特
別
な
結
縁
の
幸
運
が
一

な
い
が
、

へ
の
奉
仕
を
人
々

に
促
す
こ
と
に
な
る
。
太
山
寺
の
本
堂
は
こ
の
よ
う
な
中
世
の
本
堂
の
最
も
古
い
遺
構
で
あ
る
。
な
お
こ
の
形
式
の
仏
堂
を

般
に
密
教
系
仏
堂
と
呼
ぶ
が
、
天
台
宗
は
顕
筏
兼
教
で
は
あ
る
が
、
内
外
締
の
区
画
は
密
教
の
教
義
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な

出代・ c!J［立の建築

い
の
で
、
こ
こ
で
は
中
世
仏
震
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

本
堂
（
国
宝
〕

境
内
最
上
段
の
南
面
に
基
壌
上
に
亀
腹
を
つ
け
て
建
つ
。
弘
安
八
年
（

二
八
五
）
二
月
十
九
日
に
五
問
問
商
（
礼
笠
付
き
）

の
前
身
建
物
が
他
の
堂
と
と
も
に
焼
失
（
窓
会
・
鋭
機
再
造
立
勧
進
状
〔
「
県
史
b

－

「
太
山
寺
文
書
」
八
〕
）
、

そ
の
後
程
な
く
再
建

第二母j

さ
れ
た
の
が
現
在
の
本
堂
で
あ
る
。
再
建
持
は
旧
来
の
も
の
と
異
な
り
、
中
央
で
内
外
怖
を
区
闘
し
た
当
時
の
最
先
端
の
中
世

仏
堂
と
し
て
竣
工
を
見
た
。
正
面
七
問
、
桁
行
二

0
・
八
一
一
メ
ー
ト
ル
（
六
八
尺
む
す
）
、
側
面
六
閥
、
梁
間
一
七
・
七
六
メ
i

i11f＼：・ LjJjlk!fifsl:編E927 



太山寺本堂

太1L1寺本主主のSJZmil玄｜（文化庁提供、一部修正）l'iQ93 

ひ

わ

だ

ト
ル
（
五
八
尺
六
寸
）
の
入
母
屋
造
檎
皮
葺
風
鋼
板
葺
の
大
規
模
な
堂
で
あ
る
。
軸
部
は
総
門
柱
、
前
述
の
よ
う
に
棟
下
の
中

写真204

央
の
柱
通
り
で
内
外
陣
の
区
間
を
す
る
。
内
陣
は
入
側
を
脇
陣
と
後
陣
に
つ
く
る
。
床
は
す
べ
て
岡
高
の
板
敷
き
。
外
陣
内
陣

と
も
入
側
柱
が
立
つ
が
、
外
陣
は
す
べ
て
独
立
柱
で
あ
る
。
内
陣
は
仏
壇
の
前
通
り
一
一
一
聞
に
も
柱
を
立
て
仏
壇
を
構
え
る
。
仏

ょ
こ
れ
ん
じ

壊
は
正
面
の
腰
板
に
構
連
子
を
は
め
て

段
高
く
床
板
を
掠
る
。
内
外
陣
境
は
す
べ
て

閤
毎
に
柱
が
立
つ
。
柱
間
装
置
は
正

面
の
七
閉
す
べ
て
と
両
側
面
前
よ
り
第
二
聞
を
半
蔀
を
釣
込
み
、
両
側
面
の
前
第
一
間
は
弊
紬
を
ま
わ
し
て
板
戸
両
開
き
と
す

928 ,1，代・ Lj1lll：の文化財第十ーな
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る
。
側
面
前
第
一
一
一
期
は
格
子
戸
引
違
、

第
五
簡
は
坂
戸
引
途
、
第
四
・
第
六

間
と
背
面
両
側
各
一
一
一
間
は
い
ず
れ
も

太LIJ寺本'§i：’（内｜燦）

［経史部品rn

太1Jjミ手本堂（外｜主！l)

背
面
中
央
問
は
小
脇
柱
で
板

一
戸
両
開
き
、
身
医
の
内
外
陣
墳
は
格

子
一
円
引
違
、
上
部
は
菱
欄
間
は
め
込

戸み
引
港外
、 i司1
ーと と
部内
はi, I俸
給~i: ij11 
猷，1;
…子ヒ l克
汗は
Ci) 工二ご

場露
。も子

写真206

写真205

内
陣
脇
陣
境
は
格
子
戸
引
違
、
上
部

は
菱
欄
聞
は
め
込
み
。
内
陣
後
陣
境

は
格
子
戸
引
違
で
上
部
は
土
壁
。
仏

を
か
け
、
天
井
は
化
粧
援
根
裏
。
外
陣
は
入
僻
柱
に

壇
後
陣
境
は
土
議
。
室
内
の
入
慨
柱
に
は
側
柱
と
の
間
に

先
組
物
に
支
輸
で
折
上
組
入
天
井
。
内
陣
の
仏
壇
前
の
四
本
の
柱
と
内
外
陣
境
の
柱
に
大
虹
梁
を
か
け
て
組
入
天
井
。
軒
田
り

r!d¥: ・中山の建築

の
組
物
は
出
三
斗
、
中
備
に
問
斗
束
。
軒
は
二
軒
繁
垂
木
で
あ
る
。

は
内
外
陣
が
繋
っ
た
中
段
仏
堂
の
典
型
で
あ
る
が
、
外
観
が
美
し
い
軒
反
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
特
長
で
あ
る
。
こ

の
反
り
は
中
央
の
柱
か
ら
隅
柱
へ
か
け
て
柱
の
高
さ
を
次
第
に
大
き
く
し
て
つ
く
ら
れ
る
の
だ
が
、
水
平
に
か
け
ら
れ
た
内
法

第二三111

929 

長
押
と
丸
桁
の
組
踊
が
順
次
大
き
く
な
る
こ
と
で
雌
認
が
で
き
る
。
正
面
の
部
戸
も
そ
れ
を
強
調
し
て
い
る
。
細
部
の
様
式
は



ほ
と
ん
ど
が
和
様
だ
が
、
肘
木
の
輪
郭
が
正
問
中
央
間
か
ら
東
が
先
端
を
垂
直
に
落
と
し
た
和
様
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
四
半

分
が
上
部
か
ら
曲
面
に
作
っ
た
庶
織
と
し
て
い
る
。
他
に
例
の
な
い
手
法
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
東
西
で
こ
の
部
分
を
異
に
す

あ
う
ん

る
こ
と
で
、
鬼
瓦
等
で
見
る
何
件
の
意
味
を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
意
置
で
あ
る
。

一
四
回
春
日
厨
子

仏
閣
の
中
央
に
は
春
日
間
子
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
側
面
の
壁
板
に
弘
安
元
年
（

一
一
七
八
）
十
一
月
八
日
施
入
の

あ
る
。
前
記
の
弘
安
八
年
の
被
災
よ
り
前
の
年
紀
で
あ
る
か
ら
、
火
災
の
際
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
か
、
別
の
場
所
に
あ
っ
た

も
の
が
誼
か
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
前
身
建
物
は
堂
の
中
央
に
仏
埠
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
拍
ち
出
さ
れ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
す
ば
ら
し
い
一
間
春
日
間
子
で
あ
る
。

の
格
狭
間
を
入
れ
、
側
面
も
二
院
の
格
狭
間
を
入
れ
る
。
正

正
面
一
関
側
面
一
問
。
柱
は
大
国
取
方
柱
で
一
扉
の
下
部
に

出
は
小
脇
壁
で
小
脇
柱
は
大
商
取
方
柱
に
弊
馳
を
作
り
だ
し
、
双
折
板
戸
両
開
き
。
内
法
長
押
の
上
に
は
下
部
と
同
じ
阪
一
一
山
で

横
笛
連
子
を
は
め
る
。
組
物
は
舟
肘
木
。
屋
恨
は
板
葺
、
隅
木
を
蕨
手
状
に
上
向
き
に
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
厨
子
と

し
て
は
規
模
も
大
き
く
、
格
狭
間
や
連
子
の
造
り
も
丁
寧
で
、
建
築
の
時
期
も
施
入
の
年
紀
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

仁
王
門
〔
寸
断
一
一
安
文
化
財
〕

境
内
の
西
南
端
の
県
道
沿
い
に
四
面
し
て
建
っ
て
い
る
。
元
は
楼
円
で
あ
っ
た
が
今
は
…
一
一
間
二
戸
の
入
母
犀
造
本
瓦
葺
八
脚

門
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
桁
行
三
閥
、
九

九
メ
ー
ト
ル
（
一
一
一
O
尺
六
寸
六
分
）
0

梁
間
二
問
、
五

メ
ー
ト
ル
（
一
七

尺
五
寸
二
分
）
。
正
面
両
脇
間
に
金
剛
力
士
像
を
安
置
し
て
い
る
。
背
面
北
脇
間
に
楼
円
で
あ
っ
た
時
の
三
手
先
の
軒
回
り
を
復

冗
し
て
置
い
で
あ
る
。
柱
は
す
べ
て
円
柱
、

は
土
壁
、
脇
間
の
前
後
境
は
羽
目
板
。
正
面
阿
脇
間
は
金
剛
柵
と
上
部
に
菱

930 古代・＜！JIせの文化財ヨIiI －一主＇1'
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ひ
ぬ
与

格
子
。
中
央
聞
は
正
記
お
よ
び
親
柱
関
は
虹
梁
状
飛
賞
に
墓
股
を
置
く
。
組
物

は
出
一
一
一
斗
で
あ
る
。
鶴
田
り
は
中
備
に
開
斗
束
。
正
面
の
金
剛
力
士
像
の
間
の

太山ミ刊二王門

天
井
は
悼
縁
天
井
、
他
は
鏡
天
井
。
軒
は
一
軒
繁
垂
木
で
あ
る
。
楼
門
と
し
て

て
ら
れ
た
時
期
は
推
定
で
室
町
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
墓
股
や
木

の
形
も
そ
の
時
期
で
妥
当
で
あ
る
。
現
在
地
は
当
初
か
ら
で
は
な
く
、
後

で
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
時
期
に
つ
い
て
吋
重
要
文
化
財

写真207

太
山
寺
仁
王
門
修
理
工
事
報
告
書
』
は
「
播
州
名
所
巡
覧
図
絵
』
の
「
天
正
の

王
円
の
柱
を
い
だ
き
あ
げ
て
、
柱

て
ん
し
よ
う

礎
の
上
に
片
木
を
以
て
さ
し
は
さ
め
り
」
と
い
う
記
述
を
も
っ
て
、
天
正

け
ん
ろ
く

五
七
三
1
九
二
）
の
頃
に
移
転
し
、
元
持
（
一
六
八
八
1

頃
、
林
絡
の
人
、
重
五
右
衛
門
（
中
略
）

七
O
凶
）
の
頃
に

現
在
の
八
制
門
に
改
め
た
と
推
定
し
て
い
る
（
仁
土
像
の
髭
の
内
部
の
年
紀
が
一
兆

安
養
院
庭
閤
（
名
勝
〕

る
。
楼
門
を
改
め
た
繍
素
な
一
一
一
間
一
戸
の
八
脚
円
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
細
部
を
伝
え
る
遺
構
で
あ
る
。

日
開
二
年
）
0

な
お
吋
国
絵
』
の
太
山
寺
の
絵
に
は
今
と
同
じ
姿
が
描
か
れ
て
い

仁
王
門
か
ら
東
に
通
る
石
畳
を
本
堂
に
向
か
っ
て
約
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
行
く
と
、
道
の
臨
側
に
な
ら
ん
で
西
に
成
就

人仰ーノ〓

オ3.. t!rJ 

院
と
東
に
安
養
院
が
あ
る
。
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
庭
は
敷
地
の
北
東
部
で
、

の
塔
頭
の
建
物
の
書
院
の
北
側
の
約

メ
ー
ト
ル
を
占
め
て
い
る
。
県
下
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国
指
定
の
庭
園
で
あ
る
。
庭
霞
は
作
庭
当
時
の
姿
を
そ
の

iltfl::・＜l:itll:際史編H931 



ま
ま
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
時
代
の
判
定
は
難
し
い
が
、
作
風
か

ら
桃
山
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
白
地
向
一
同
が
江
戸
時
代
末
に
手
が
入
れ
ら
れ
て

い
る
以
外
は
、
基
本
的
に
は
当
初
の
構
成
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

中
央
北
西
寄
り
に
あ
る
大
き
な
円
錐
形
の
蓬
莱
石
と
そ
の
西
の
立
石
の
巧
妙
な

バ
ラ
ン
ス
と
、
書
院
側
か
ら
仏
手
石
型
手
水
鉢
か
ら
東
北
に
つ
な
が
る
（
八
日
の
洞

癌
と
矯
そ
の
他
の
後
雑
な
構
成
の
面
白
さ
な
ど
、
細
か
な
と
こ
ろ
に
配
慮
が
行

き
届
い
て
い
る
（
凶
絞
『
兵
郎
の
ほ
閲
』
）
0

石
峯
寺
（
北
区
淡
河
町
神
影
）

山
号
は
山
石
嶺
山
。

の
古
利
で
、

『
微
考
録
』
（
吋
県
史
』
問

寺
蔵
の

「
ゴ
寸
社
縁
起
綴
」
（
熔
熔
国
〕

問
問
）
に
よ
れ
ば
白
球
二
年
（
六
五
一
）
法
道
他
人
が

孝
諒
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
金
堂
を
建
て
地
践
を
安
置
し
、
行
基
が
聖
武
天
皇
の

勅
願
に
よ

安養i涜庭悶写真208

二
重
塔
建
立
と
あ
る
が
こ
れ
も
不
詳
で
あ
る
。

十
九
年
（
七
限
七
）
に
薬
師
像
を
安
歯
し
た
と
あ
る
が
不
詳
で
あ
る
。

こ
う
に
ん

そ
の
後
弘
仁
十
四
年
（
八
一
二
一
一
）
に

石
峯
寺
の
創
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、

M

ゅ

7

り
ょ
う
け

（
以
下
寺
文
書
）
」
の
承
久
四
年
（
一
二
一
一
一
一
）
の
領
家
下
文
ヰ

け

ん

九

ぷ

フ

あ

ず

か

り

と

こ

ろ

一
）
に
石
山
弘
主
マ
が
地
蹴
菩
曜
の
霊
地
と
さ
れ
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
の
預
所
兼
地
頭
代
平

（
「
削
除
史
』
二
「
右
宗
寺
文
書
」

刊
円
木
奉
免
状
写
（
同
上
二
）
に
本
尊
地
蔵
菩
薩
寄
進
出
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
頃
に
ふ
以
内
主
を
中
心
と
し
た
守
矧
が
怒
っ
た
よ
う
で
、

932 ili代・ 2ドtitの文化財第…1·~！;1:



薬
師
堂
の
背
廊

p
d

ん
へ
い

の
悶
魔
像
が
文
永
二
年
（

二
六
五
）
造
顕
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
こ
の
像
は
現
在
金
堂

内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
隈
魔
像
の
前
’
身
で
あ
る
。
ま
た

1"L政三年 (1791)の石きち寺
絵図（竹林ミ子綴）

写真209

古代・ cjJj笠の悠築

薬
師
堂
の
創
建
は
少
な
く
と
も
十
三
世
紀
中
頃
で
あ
る
。
な
お
『
重
要
文
化
財
石
峯
寺
薬
師
堂
修
理

の
下
層
と
薬
師
堂
の
下
屈
に
焼
土
鴎
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、

（
以
下
吋
報

に
は
現
薬
師
堂
の
下
層
に

の
焼
け
た
層
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
最
下
閣
は
瓦
の
混
入
が
な
い
の
で
瓦
葺
で
な
い

堂
が
存
在
し
た
こ
と
、

。
一
一
…
）
に
「
回
畠
笹
川
野
」
寄
進
（
向
上
五
）
、

に
室
笥
初
期
の
瓦
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
の
薬
師
堂
の
焼
失
後
に
、
瓦
葺
で
二
期
目

か
げ
ん

に
は
嘉
元
元
年
（
…

そ
の

,,.,..,.. __ ,,,.,,.,. 
身3…一旦日

の
薬
師
蛍
が
再
建
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

わ

わ

に

ぐ

ち

ぷ

ん

ぼ

う

和
田
年
（
一
一
一
一
一
五
）
食
堂
鰐
口
鋳
造
（
銘
）
、
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
「
石
楽
寺
修
理
料
mm
」
寄
進
（
向
上
ム
ハ
）
等
が
続
く
か
ら
、

ザ

九

ん

ぷ

ん

こ

う

あ

ん

寺
内
の
整
備
が
一
段
と
進
ん
だ
。
続
い
て
延
文
五
年
（
一
三
六
O
）
の
大
般
若
経
納
箱
新
造
、
同
年
間
魔
王
像
造
顕
、
康
安
一

古代・中lit際日i総立933 



年
（
一
一
三
ハ
ニ
）
板
碑
造
立
と
続
く
が
、
永
和
元
年
（

一
七
五
）
地
蔵
菩
薩
造
顕
、
間
三
年

ニ
昧
衆
僧

膳
米
料
足
閏
」
寄
進
（
向
上
一
六
）
と
並
ぶ
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
薬
師
堂
が
焼
け
た
時
に
金
堂
も
同
時
に
焼
失
し
た
の
で
、

金
山
県
再
建
時
に
本
尊
の
地
蔵
も
造
顕
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
常
行
一
一
一
味
を
行
う
間
金
堂
が
ど
の
位
置
な
の
か
は
不
詳
だ
が
、

薬
師
堂
に
相
対
す
る
西
側
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
一
一
一
重
塔
が
い
つ
か
ら
存
在
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
焼
土
層
は
一
層
の
よ

う
だ
か
ら
、
前
身
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
常
行
堂
が
存
在
し
た
こ
と
と
、
多
宝
塔
で
な
く
一
一

で
あ
る
の
は

天
台
宗
の
伽
藍
と
類
似
し
て
い
る
。

か
さ
つ

J
ん

少
な
く
と
も
二
度
の
火
災
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
度
は
嘉
吉
の
乱
に
よ
る
全
山
焼
失
と
い
う
大
事
件
で
あ
っ
た
。
文

あ
ん安一一* の
（
一
四
四
六
）
の
山
名
教
豊
の
安
堵
状
（
同
上
二

O
）
に
、
堂
舎
一
向
興
の
こ
と
が
見
え
る
。
戦
火
の
証
は
薬
師
堂
と
一
一

に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
直
後
に
再
建
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
藤
正
一
一
一

の
焼
土
居
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

年
（
一
四
万
七
）
の
地
識
の
造
顕
が
完
成
時
期
で
あ
ろ
う
。
薬
師
堂
は
、

で
は
教
耐
震
の
安
域
状
を
根
拠
に
文
安
二
一
年

の
再
興
と
し
て
い
る
。
金
堂
よ
り
早
い
再
建
は
考
え
に
く
い
の
で
、
十
五
世
紀
後
半
と
し
て
お
き
た
い
。
一
一
一
重
塔
は
境
内
出
土

の
瓦
銘
の
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
の
頃
の
再
興
で
あ
る
。
一
一
一
重
塔
や
薬
師
堂
に
関
す
る
修
理
等
の
記
録
は
多
い
が
、
金
堂
に

か
ん
え
い

関
す
る
記
録
は
寛
永
五
年
（
一
六
一
一
八
）
に
本
尊
の
修
理
が
あ
っ
た
程
度
で
詳
し
い
資
料
は
少
な
い
。

薬
師
堂
〔
烹
姿
文
化
財
）

桁
行
五
問
、

一
一
了
九
一
メ
ー
ト
ル
（
四
二
尺
六
J
二
分
）
。
梁
間
五
問
、

－
五
五
メ
ー
ト
ル
（
四
八
尺
一
分
）
。
内
外
抑

区
画
の
西
正
面
の
中
世
仏
堂
で
あ
る
。
軸
部
は
総
円
柱
、
組
物
は
出
一
一
一
斗
、
中
備
は
賠
斗
束
。
軒
は
一
軒
で
疎
垂
木
で
中
央
の

巻
斗
の
上
だ
け
吹
き
寄
せ
繁
垂
水
。
展
棋
は
入
母
屋
造
本
瓦
葺
。
建
立
年
代
は
嘉
吉
の
乱
以
持
で
十
五
阪
紀
後
半
と
推
定
さ
れ

934 古代・ LjJjltの文化JU第ト~f;I



古代・中1せの建築

石主義寺薬姉主芝

る
。
平
隠
は
正
面
よ
り
第
三
間

の
柱
通
り
で
内
外
簡
を
区
画
す

る
。
内
障
は
背
面
よ
り
第
二
関

石宗寺薬仰没（タトjl~l)

す
な
わ
ち
入
側
柱
通
り
の
中
の

一
一
一
間
の
中
央
を
厨
子
と
し
て
後

方
に
張
り
だ
し
、
そ
の
両
脇
は

で
結
界
し
て
後
陣
と
分
け

写真210

写真211

る
。
一
一
一
関
空
別
に
供
物
捌
付
き
。

両
側
面
と
は
結
界
し
な
い
。
内

陣
中
央
閉
畳
敷
き
、
他
は
す
べ

て
拭
板
敷
き
。
正
面
だ
け
切
目

中
央
一
一
…
間
は
小
脇
躍
を
蔽
め
た
小
脇
柱
で
桟
康
一
戸
を
釣
る
。
両
脇
関
は
腰
を
真
壁
と
し
て
上
部
に
縦
連
子
窓
。
両
側
面
は
同
じ

縁
を
付
け
る
。
側
回
り
は
正
面

構
成
で
正
面
よ
り
第
一
閤
と
第
五
間
が
真
壁
、
第
二
、

前
方
が
板
戸
片
引
き
で
後
方
は
真
壁
、
背
面
は
中
央
臨
南
よ
り
二
閣
は
腰
真
援
上
部
縦
連
子
窓
、
第
四
閉
は
ほ
ぼ
中
央
に
方
立
柱
で

で
他
は
真
壁
。
内
外
陣
墳
は
中
敷
居
を
設
け
て
格
子
戸

第二節

引
違
。
中
央
一
一
一
間
は
内
法
上
に
菱
欄
問
。
内
陣
の
厨
子
の
正
面
は
供
物
概
上
に
腰
長
押
を
置
き
小
脇
援
方
立
で
桟
唐
一
戸
両
開
き
。

側
回
り
柱
の
組
物
上
部
と
入
側
柱
の
頭
宣
位
置
に
下
か
ら
揮
し
昨
木
と
巻
斗
で
支
え
て
虻
梁
を
架
け
る
。
外
陣
身
舎
の
中
央

[Lif~ ・ LjJ!il:自主~f:f~jII 93ラ



同
一
山
内

ぐ〉

(J 

tfif,'.[ メートノレ

石楽寺薬師堂の平面図（文化庁提供、一部修正）

の
一
一
本
の
柱
聞
に
入
側
柱
と
同
じ
架
構
位
置
で
天
笠
（
大
仏
）

様
の
大
虹
梁
を
架
け
中
備
に
板
謹
股
。
市
内
陣
は
同
じ
位
置
に
虹

梁
を
架
け
る
。
天
井
は
入
側
は
化
粧
屋
根
裏
、
身
舎
は
桁
方
向

の
悼
縁
天
井
で
あ
る
。

和
様
を
基
本
と
し
た
装
飾
が
少
な
い
鮪
素
な
仏
堂
で
あ
る
が
、

細
部
の
手
法
で
ま
ず
自
に
つ
く
の
は
’
身
舎
の
天
附
一
一
様
の
大
虹
梁

で
あ
る
。
断
面
は
上
部
と
下
部
は
水
平
で
あ
る
が
、
側
面
は
橋

円
状
の
曲
面
が
顕
著
で
あ
る
。
天
性
一
様
の
虹
梁
の
使
用
は
こ
の

時
代
と
し
て
は
珍
し
い
。
ま
た
柱
聞
に
立
つ
閤
斗
束
は
い
わ
ゆ

ぱ
ち
づ
か

る
接
束
で
下
部
が
大
き
く
開
い
て
い
る
。
こ
の
種
の
束
と
し
て

図%

は
早
い
例
で
あ
る
。
大
虹
梁
上
の
板
慕
股
と
隅
柱
の
木
鼻
は
索

直
な
輪
郭
で
繰
方
の
形
も
よ
い
。
な
お
太
山
寺
本
堂
で
は
中
央
棟
下
で
灰
一
画
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
薬
師
蛍
は
外
陣
が
内
陣
よ

霊
塔
〔
震
要
文
化
財
〕

り
広
い
。
よ
り
多
く
の
参
詣
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。

大
日
如
来
が
本
尊
で
、
四
方
回
縁
の
一
二
部
二
一
重
檎
皮
葺
形
鋼
板
葺
の
…
一

建
立
年
代
は
十
五
世
紀
末
頃
で
あ
る
。
床
下
の
地
中
の
焼
土
踏
中
に
銅
津
数
偲
と
金
箔
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

で
あ
る
。
組
物
は
一
一
一
手
先
、
軒
は
ニ
軒
繁
垂
木
、

乱
で
焼
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
前
身
の
塔
は
心
柱
が
な
い
か
ら
『
微
考
録
』
記
載
の
世
代
の
三
重
塔
で
は
な
い
。

936 ，，，代・＇＊＇1立の文化財
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古代・中世の建築

の
和
様
の
三
重
塔
で
あ
る
。

九
五
五
）
に
解
体
修
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
霊
は
桁
行
梁
聞
と
も
五
・
一

五
メ
ー
ト
ル
（

で
は
根
本
塔
と
し

て
の
多
安
塔
を
建

て
る
こ
と
が
原
則

ゴ司、、、
A

、

ふ
／
ム
H
M

で
あ

る
。
屋
根
が
槍
皮

葺
の
た
め
天
正
十

六
年
（
一
五
八
八
）

を
は
じ
め
多
く
の

修
理
が
あ
っ
た
。

な
お
現
況
は
昭
和

六
尺
八
寸
八
分
）

の
支
割
は
下
章
一
よ
り
四
支
ず
つ
逓
減
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
重
一
一
一
二
支
、
一

八
支
、

一
回
支
で
安
定
感
の
あ
る
美
し
い
塔
で
あ
る
。
機
式
的
に
は
扉
構
え
が
桟
唐
一
戸
で
あ
る
こ
と
、
組
物
の
肘
木
の
木
口
の
出

線
が
皆
様
で
あ
る
こ
と
、
仏
墳
が
唐
様
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
和
様
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
初
重
の
柱
間
装
置
は
中
央
が
弊

ル－~.. 

対主ー」rm

軸
を
屈
し
て
桟
唐
戸
を
釣
り
、
両
脇
間
は
腰
長
押
上
と
内
法
長
押
間
に
縦
富
連
子
。
組
物
は
格
天
井
軒
支
輸
を
付
け
た
二
一
手
先
。

組
物
問
は
陪
斗
束
。
室
内
は
板
張
り
で
、
閲
天
柱
内
の
天
井
は
折
上
小
組
格
天
井
、
周
閤
の
聞
は
鏡
天
井
。
来
迎
柱
間
横
山
倣
板
。

古代• cj:ij社官室51::編H937 



そ
の
前
に
格
狭
間
彫
刻
入
り
の
…
協
同
様
の
仏
壇
（
須
稲
川
約
一
）
を
構
え
る
。
高
欄
は
栴
は
方
形
の
逆
蓮
柱
、

敵
手
。

縁
は
腰
組
付
き

日斗と
足束Z
仰は

勿j；：擢；
品ミ蓮字
社語え
、正
面
は

一
一
重
は
中
央
聞
が
弊
軸
を
回
し
て
板
一
保
両
開
き
、

脇
聞
は
縦
板
張
り
。

!l要
組

は
造
出
肘
木
で
平
三
斗
。
組
物
は
初
重
と
同
機
に
一
一
一
手
先
、
た
だ
し
軒
天
井
は
鏡
天
井
で
あ
る
。
和
様
を
基
調
と
し
た
装
飾
の

ご
く
少
な
い
清
楚
な

で
あ
る
。

福
祥
寺
（
須
際
限
須
燐
寺
町
）

山
口
ヴ
は
上
野
山
。
真
言
宗
須
磨
寺
派
の
本
山
で
須
磨
寺
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
寺
伝
で
は
海
中
か
ら
出
現
の
胸
中
一
観
音
像

に
ん
は

λ

げ

し

ぐ

も

ん

を
仁
和
二
（
八
八
六
）
会
下
山
か
ら
移
し
て
寺
を
建
て
た
と
あ
る
。
文
献
で
は
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
沙
門
弘
源
勧
進
状

「
福
梓
寺
文
書
」
九
）
に
、
光
孝
天
皇
の
勅
願
で
仁
和
二
年
闇
鏡
上
人
の
車
創
と
あ
る
。
書
き
継
ぎ
記
録
円
当
山
歴

せ

っ

つ

か

お

っ

（
以
ド
『
歴
代
』
）
で
は
、
盟
観
音
像
は
源
頼
光
以
来
の
摂
津
源
氏
相
伝
で
、
嘉
応
一

仁
ゆ
え
い

題
し
た
と
あ
る
。
そ
の
後
寿
永
三
年
（

（
吋
県
史
』

代
ι田

七
O
）
源
頼
政
が
当
寺
に
安

一
八
四
）
に

ノ
谷
の
合
戦
が
あ
っ
た
。
『
歴
代
』
で
は
平
家
の
軍
勢
が
一
ノ
小
八
日
に
城

郭
を
構
え
て
在
陣
し
、
生
田
森
か
ら
当
寺
ま
で
陣
躍
を
つ
く
り
、
軍
勢
が
充
瀧
し
て
乱
妨
し
寺
庫
を
破
り
物
等
を
持
ち
出
し
た

や

ま

と

と

う

の

み

ね

と
あ
る
。
こ
の
特
に
奪
わ
れ
た
寺
の
縁
起
等
が
大
和
国
多
武
装
に
あ
っ
た
と
い
う
訟
間
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
寺
自
体
の
炎
上

F

へ
ん
ぶ
ん

等
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
延
文
五
年
（

三
六
O
）
三
月
て
十
七
日
に
火
災
が
あ
り
、
吋
歴
代
』
で
は
本
尊
や
毘
沙
門
像
と

大
般
若
経
は
取
り
出
し
た
が
、
金
堂
・
釈
迦
堂
・
鐘
楼
・
鎮
守
、
法
会
呉
足
等
は
焼
亡
し
た
と
あ
る
。
本
設
の
謹
興
は
治

四
年
（

一
六
五
）
に
正
面
五
間
側
面
六
聞
で
立
柱
と
あ
る
。
こ
れ
だ
と
一
一
一
間
四
面
の

に
桁
行
五
間
梁
間
二
期
の
礼
堂
付

き
に
な
る
。
応
安
元
年
（

一
六
八
）
に
現
宮
殿
が
で
き
、
同
三
年
に
現
存
の
芯
安
二
年
胎
内
銘
の
不
動
像
が
新
造
さ
れ
た
。
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間
四
年
に
は
六
年
に
及
ぶ
本
堂
の
大
工
事
が
完
成
を
見
た
。
こ
の
本
堂
の

併

せ
た
仏
壇
と
宮
殿
が
完
成
し
た
。
宮
殿
の
願
主
は
長
賢
で
貞
治
五
年
在
銘
の
大
鰐
口

の

で
も
あ
る
。

Z.!il祥寺＝本堂

に
従
っ
て
寺
の
推
移
を
み
る
と
、
応
永
十
二
年
（

以
後
簡
略
に

問。

況
）
に
火
災
後
な
か
っ
た
本
尊
の
運
筆
坐
が
造
ら
れ
、
間
十
一
一
一
年
錨
楼
が
建
て
ら
れ

た
。
再
び
寺
は
間
三
十
四
年
の
将
軍
足
利
義
持
に
よ
る
赤
松
満
祐
追
討
の
騒
ぎ
で
災

ヘ
松
山
）

「
捺
妨
無
比
」
で
多
く
の

写真214

難
に
あ
う
。
満
祐
追
討
の
細
川
方
の
軍
勢
が
寺
に

建
物
も
破
壊
さ
れ
、
残
り
は
鎧
か
に
本
堂
と
総
（
仁
王
）
門
ば
か
り
と
あ
る
。
主
な

仏
段
等
は
寺
僧
が
抱
え
て
山
の
中
へ
逃
げ
て
助
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
平
敦
諜
ゆ
か

り
の

（
小
校
）
の
笛
を
は
じ
め

の
多
く
が
失
わ
れ
た
。
た
だ
し
笛
は
不
思

議
な
縁
で

苅
年
（

間
二
八
）
十
月
に
返
っ
て
き
た
の
で
、
堂
内
に
仮
屋
を

年令

閉
凹
O
）
に
は
総
門
改
造
の

古代・ i:j:i枇の建築

っ
て
祝
い
の
行
道
を
し
た
と
あ
る
。
寺
は
こ
の
後
少
し
ず
つ
整
え
ら
れ
た
。

勧
進
が
あ
り
、
嘉
吉
二
年
士
山
間
一
己
正
月
に
新
始
め
を
行
い
、
二
月
末
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
仁
王
を
門
に
一
民
し
て
い
る
。

え
ん
と
く

こ
の
の
ち
「
歴
代
』
に
は
脱
欠
が
あ
る
が
、
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
四
月
に
三
重
塔
の
立
柱
が
あ
り
、
延
徳
一
ニ
年
三
凹
九

の
内
陣
の
天
井
を
張
り
、
間
十
六
年
に
護
隊
堂
を
造
作
、
大
永
一
一
一

）
に
完
成
し
て
い
る
。
永
正
三
年
（

長t'Lぷll

（
一
五
二
一
一
一
）
総
門
の
修
理
、

に
織
出
信
長
の
配
下
滝
川
一
益
勢
に
よ
っ
て
践
宮
よ
り

ノ
谷
ま
で
放
火
さ
れ
、

（
総
）
門
が
焼
け
た
。
向
十

年
秀
吉

五
Oム
ハ
）

均三

五
二
九
）
に
宮
殿
の
彩
色
を
行
っ
て
い
る
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）

t古代・ 1111吐際~と指向H
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に
よ
る
検
地
の
際
に
は
寺
領
が
安
伸
摘
さ
れ
、
同
1
1
五
年
本
堂
の
屋
根
替
え
、
間
十
六
年
に
は
仁
王
像
を
京
都
で
一
一
一
質
文
で
買
い
、

諸
国
か
ら
の
参
拝
者
に
よ
る
笛
見
料
に
よ
っ
て
仁
王
門
が
建
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
乱
等
で
焼
か
れ
た
り
し
て
閤
難
に
遭
遇
し
て
き
た
が
、
何
と
か
寺
は
維
持
で
き
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
禄
五

》一る
p

五
九
六
・
十
月
に
波
長
と
改
元
）
問
七
月
十
二
日
の
夜
半
に
直
下
型
の
大
地
震
が
起
き
、
本
堂
は
じ
め
被
害
を
受
け
、
一
一

年

の
相
輪
が
蓮
池
ま
で
飛
ん
だ
。
当
夜
は
東
国
か
ら
の
巡
礼
が

五
O
人
ほ
ど
本
堂
で
通
夜
し
て
い
た
が
、
「
頭
足
手
を
打

た
れ
皆
形
和
に
成
り
、
其
の
内
ニ
人
は
微
麗
に
成
り
候
」
と
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
悲
惨
な
機
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
続
け

て
本
堂
内
で
は
仏
像
は
倒
れ
た
が
、
宮
殿
は
額
い
た
だ
け
で
崩
壊
を
免
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
護
摩

し
ゅ
し
よ
う
え

の
屋
敷
に
五
間
四
国
の
仮
堂
を
建
て
て
正
丹
の
修
正
会
を
行
っ
た
。
「
ニ
王
門
悉
く
坊
中
も
残
ら
ず
く
づ
れ
、
盟
方
庇
京
牛

馬
人
民
多
く
死
す
」
「
兵
庫
も

間
残
〔
ら
ず
〕
く
づ
れ
、

そ
の
内
よ
り
火
出
し
、
即
ち
家
に
で
火
送
り
候
。
人
死
す
数
は
知

れ
ず
候
い
と
、
こ
の
地
震
で
の
須
磨
寺
か
ら
兵
庫
あ
た
り
の
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。
「
歴
代
』
に
よ

る
と
、
た
だ
ち
に
復
興
に
と
り
か
か
り
、
同
年
中
に
は
古
材
木
で
仮
堂
を
造
っ
た
と
の
説
明
が
あ
る
。
慶
長
七
年
（

六
O
一一）

に
は
豊
臣
秀
頼
か
ら
再
興
の
奉
加
が
寄
せ
ら
れ
、
同
八
年
仁
王
大
門
と
鐘
楼
の
建
立
が
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
一
冗
和
九
年
（
二
八
二
三
）
に
本
堂
の
雨
漏
り
修
理
を
願
い
出
た
が
許
可
さ
れ
ず
大
破
に
至
っ
た
が
、

ま
ん
じ

六
二
八
）
に
修
理
が
で
き
た
。
万
治
一

寛
永
五
年
（

（
一
六
五
九
）
大
洪
水
で
西
の
谷
か
ら
土
砂
が
入
り
、

一
二
坊
す
べ
て

が
被
害
を
受
け
た
。
埋
没
関
坊
で
う
ち
一
一
坊
が
屋
敷
替
え
と
な
っ
た
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
仁
王
門
の
造
営
が
あ
っ
た
。

げ
ん
ぶ
ん

一
冗
文
五
年
（

七
閉
O
）
裏
山
が
崩
壊
し
た
が
本
堂
と
護
摩
堂
の
被
害
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
洪
水
の
災
害
記
録
が
続
く
。

（
一
七
五
O
）
四
月
に
大
雨
で
裏
山
が
崩
れ
本
堂
の
半
分
以
上
と
宮
殿
が
被
害
を
被
っ
た
。

そ
の
復
興
は
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に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
七
月
に
大
坂
の
奉
行
所
で
普
請
願
い
が
許
可
さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
早
く
瓦
は
五
月
か
ら
現
在
の
姫

路
市
の
山
悶
の
土
で
明
石
の
瓦
騒
が
寺
で
燐
き
始
め
た
。
材
木
は
八
月
に
大
坂
で
と
と
の
え
、
残
り
は
域
内
の
松
を
こ
と
ご
と

く
切
っ
て
用
意
し
（
屋
根
等
の
材
か
）
、
必
要
に
芯
じ
て
木
材
等
の

い
付
け
を
行
い
、

（
一
七
五
ニ
）
十
月
二
十
四
日

に
本
堂
の
棟
札
を
打
ち
、
宮
殿
に
棟
札
を
入
れ
て
本
堂
の
工
事
が
完
成
し
て
い
る
。

に
続
け
て
、
多
井
畑
の
一
一
一
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
銀

十
五
日
に
本
堂
修
復
の
大
般
若
転
読

五
O
匁
寄
付
が
あ
っ
た
と
の
記
事
で

は
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
後

の
江
戸
時
代
後
期
の
須
磨
寺
の
状
況
は
『
播
州
名
所
巡
覧
劉
絵
』
に
図
版
と
と
も
に
解
説
が
あ
り
、
「
街
道
よ
り
二
丁
ば
か
り

登
り
て
、

二
王
門
に
至
る
。

本
尊
聖
観
昔
。
護
摩
堂
、
鎮
守
堂
、
馬
盟
額
二
王
門
に
あ
り
、

な
ど
と

見
え
る
。
現
在
は
市
街
地
化
し
雰
間
気
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
境
内
の
建
ち
並
び
の
状
況
は
こ
の
『
図
絵
』
と
大
き
な
変
化
は

、L

、。

ω
ナム‘

1
U

宮
殿
と
仏
壊
（
寸
前
一
姿
文
化
財
〕

三
間
宮
殿
は
、
桁
行
一
一
一
期
、
問
・
四

0
メ
ー
ト
ル
（
一
四
尺
五
寸
一
一
一
分
）
。
梁
間

一
・
四
六
メ
ー
ト
ル
（
凹
尺
八
寸
四
分
）
。

間

;:I]代・仁jJ1丘の建築

納
部
は
円
柱
（
背
阪
の
取
付
柱
は
半
円
校
）
で
、
下
部
に
切
自
長
押
、
一
保
上
部
に
内
法
長
押
（
と
も
に
半
長
押
付
き
）
を
付
け
、
柱

の
天
端
に
頭
貰
（
後
補
の
木
口
件
付
）
で
台
輪
。
組
物
は
鹿
犠
三
手
先
詰
組
、
軒
は
二
軒
繁
霊
木
、
寄
棟
造
板
葺
正
面
軒
唐
破
風

（
後
補
）
付
き
。
一
扉
は
正
面
一
一
一
間
縦
幣
軸
に
小
脇
板
、
両
折
両
開
き
板
一
扉
を
釣
る
。
側
面
は
横
板
張
り
。

問
、
五
・
八
三
メ
ー
ト
ル
（
一
九
尺
二
寸
七
分
）
。
梁
間
格
狭
間
四
問
、

ヒ
ふ
く

は
床
に
地
覆
、
繰
型
付
き
の

一
・
五

一
一
重
仏
壇
は
、

の
桁
行
格
狭
間

第二告白

メ
ー
ト
ル
（
八
尺
一
一
一
寸
六
分
）
。

、
唐
戸
商
付
き
の
束
、
極
組
、
束
間
は
繰
型
付
き
の
格

狭
間
。

一
重
は
上
下
横
根
、
唐
一
戸
部
付
き
の
束
、
根
組
、
東
閥
横
板
、
上
部
板
張
り
、
宝
珠
柱
高
欄
正
面
蕨
手
仕
舞
。
一
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煽~ J二
l！高3下
狭さ描
閉ま福
，こ、
十三

し
側
面
は
；会
主義
を
j(ζ 

し
旧
現
に
一
民
せ
な
か
っ
た
屋
根
な
ど
は
、

面
の
束
、
東
防

く
応
安
元
年
（

ムハ八）

の
建
築

で
あ
る
が
、
度
重
な
る
補
修
等
で
改

変
を
受
け
た
も
の
を
、
昭
和
四
十
五

主ド

九
七
O
）
か
ら
店
十
六
年
に

か
け
て
解
体
修
理
し
て
復
原
し
、
本

堂
の
後
ろ
に
ー
新
築
し
た
鉄
骨
造
の
収

納
療
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

き［）
0) 
ま
に
残
さ
れ
た
。
出
破
風
な
ど
は
そ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
後
補
の
部
分
は
あ
る
が
、
県
下
の
宮
殿
で
は
最
大
級
で
か
つ
下

一
年
（
一
七
五
二
）
の
改
修
の
ま

一
重
仏
壇
と
い
う
構
成
は
誠
に
珍
し
い
。
宮
殿
は
室
町
時
代
前
期
（
南
北
初
期
）
の
見
事
な
時
様
の
詰
紐
の
存
在
が
特
徴

ム
」
／
、
ハ
リ

で
あ
る
。
特
に
巻
斗
は
高
さ
七
寸
で
そ
の
う
ち
斗
剖
は
二
寸
と
い
う
き
れ
い
な
寸
法
に
造
ら
れ
て
い
る
。
組
物
の
花
肘
木
や
木

品
は
こ
の
時
代
の
標
準
的
意
匠
を
示
し
て
い
る
。
一
燦
は
今
回
の
修
理
で
補
加
さ
れ
た
。
脇
の
板
壁
も
閉
じ
く
補
加
で
あ
る
。
仏

格
狭
間
の
も
の
で
、

そ
の
上
の

は
他
に
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
通
常
の
仏
壇
の
上
に

に
仏
壇
が
重
な
っ
た
一
一
一
軍
仏
壊
で
あ
る
。

重
は
通
常
の
和
様
の

一
軍
目
は
装
錦
の
な
い
も
の
が
一
重
よ
り
大
き
め
に
造
ら
れ
て
お
り
、
東
の
位
設
は
一
重
と
無
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関
係
に
霞
か
れ
て
い
る
。
な
お
和
様
の
擬
宝
珠
高
欄
と
搬
手
は
修
理
前
に
も
あ
っ
た
が
、
現
在
の
も
の
は
建
立
年
代
相
当
に
復

冗
さ
れ
て
い
る
。

の
束
の
位
置
は

の
束

は
見
事
な
一
服
嬬
狭
聞
を
持
っ
た
入
念
な
仕
上
げ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

の

致
さ
せ
て
い
る
。
一
二
重
仏
喧
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
上
部
の
宮
殿
は
仏
を
安
置
し
た
浄
土

に
一
つ
お
き
に

で
、
そ
の
下
の
現
陛
な
ど
の
一
一
一
界
な
の
だ
ろ
う
か
。
幾
た
び
か
の
改
変
を
経
て
い
る
が
、
要
所
は
当
初
材
が
残
っ
て
お
り
、
一
一
一

い
う
き
わ
め
て
珍
し
い
仏
壇
で
あ
り
、
か
つ
年
代
が
明
ら
か
で
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
遺
構
で
あ
る
。

徳
光
続
（
中
央
区
資
合
町
布
引
山
）

明
治
三
十
九
年
（
一
九
O
六
）
に
川
崎
正
践
に
よ
り
菩
提
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗
天
竜
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
こ
は

吉
く
は
滝
勝
寺
の
あ
っ
た
場
所
で
、
布
引
滝
道
に
当
た
っ
て
い
る
。
境
内
は
禅
林
特
有
の
静
寂
さ
を
保
っ
て
い
る
。
創
建
は

新
し
い
が
仏
像
に
平
安
時
代
中
期
頃
の
持
国
天
・
増
長
天
立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
が
あ
る
。
ま
た
震
水
区
の
明
王
寺
か
ら
移
さ

か

ゃ

れ
た
室
町
時
代
の
多
宝
塔
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
前
期
の
鐘
楼
が
三
木
市
の
伽
耶
院
か
ら
移
築
さ
れ
て
い
る
。

古代・仁｜二1jttの建築

多
宝
塔
〔
億
一
一
嬰
文
化
財
〕

も
と
垂
水
区
名
谷
町
の
明
王
寺
に
あ
っ
た
の
を
明
治

川
崎
正
蔵
が
買
い
叡
り
、
加
納
町
の
自
宅
に
移
築
し
て
い

た
。
正
裁
は
特
に
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
明
治
一
一
一
十
九
年
の
徳
光
院
創
設
時
に
は
移
さ
れ
ず
、
昭
和
十
一
一

八
）
に
な
っ
て
移
さ
れ
た
。
明
王
寺
で
の
建
立

に
よ
り
文
明
五
年
（
一
陪
七
三
）
か
ら
間
十
年
で
あ
る
。
本
尊
は
薬
師

長fi_(i[l 

如
来
だ
が
一
兆
は
五
智
如
来
か
大
日
如
来
で
あ
ろ
う
。
徳
光
院
に
移
築
の
た
め
解
体
し
て
運
ば
れ
て
い
た
最
中
の
昭
和
十
一
一
一
年
七

月
五
日
の
阪
神
大
水
窓
口
で
土
砂
に
流
さ
れ
、

部
の
部
材
を
失
い
後
補
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
保
存
は
良
好
で
あ
る
。

自｛＼：・，，，lit lfli':t総Jl
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小
規
模
な
聞
方
回
縁
の
本
瓦
葺
の
和
様
の

一
間
多
宝
塔
で
あ
る
。
初
重

は
桁
行
梁
聞
と
も

・
九
四
メ
ー
ト
ル
（
一
一
一
九
尺
四
寸
）
、

の
直
径

メ
ー
ト
ル
（
一
一

O
尺
四
寸
六
分
）
。
白
漆
喰
塗
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
亀
腹
上
に
自
然
石
の
礎
石
を
置
い
て
建
っ
て

は
六
い
る
。
軸
部
は
円
柱
、

fT＆＼光段多宝i議

写真218

写真217

fig光院多宝塔（在日分）

四
方
田
縁
切
目
縁
、
切
目
長
押
学
長
持
、
腰
長
押
、
内
法
長
押
、
台
輪
。
中
央
間
柱
に
直
接
弊
紬
を
付

け
、
小
脇
板
で
板
一
戸
を
釣
る
。
両
脇
間
は
腰
横
羽
目
板
で
腰
長
押
上
に
小
脇
板
で
縦
連
子
窓
。
組
物
は
初
重
は
出
組
で
木
鼻
付

主
ね
ひ
じ
さ

き
、
支
輪
付
き
、
中
備
は
な
い
。
地
隅
木
の
下
に
繰
方
っ
き
側
面
絵
様
を
付
け
た
持
送
り
の
実
肘
木
。
軒
は
二
軒
繁
垂
木
。
上

は
総
円
柱
、
切
目
長
押
、
内
法
長
押
、
合
輪
。
柱
聞
は
一
扉
位
置
は
弊
軸
付
き
板
戸
、
他
は
連
子
窓
。
組
物
は
四
手
先
、

944 古代・ LjJj型の文化財第十－f;'I



木
上
に
木
鼻
、
偶
は
躍
垂
木

ヒ

す

み

さ

で
地
隅
木
下
は
繰
方
付
き
持
送
り
の
実
肘
木
。
軒
は
二
軒
繁
霊
木
。

の
縁
腰
は
出

の
亜
麻
組
。
柱
絹
は
初
震
の
山
中
央
間
一
四
支
、
両
脇
間

の
直
径
が
初
震
の

辺
の
約
半
分
と
小
さ
く
安
定
感
が

支。

あ
る
。
屋
根
は
本
瓦
葺
。
室
内
は
四
天
校
で
な
く
、
来
迎
柱
を
立
て
四
面
は
三
聞
と
も
須
繭
摺
に
造
る
が
、
川
崎
邸
に
あ
っ
た

時
は
折
衷
様
の
古
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
水
害
時
に
流
さ
れ
た
結
果
、
床
、
天
井
と
と
も
に
現
状
に
改
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
擦
も
板
一
戸
に
な
っ
て
い
る
が
、
川
崎
邸
で
の

で
は
桟
陸
戸
が
釣
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
後

補
以
外
は
保
存
は
良
い
。
二
度
の
移
築
と
部
材
を
水
窓
口
で
失
う
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
経
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
当
初
の
美
し

い
姿
を
よ
く
今
に
伝
え
て
い
る
。
県
下
の
最
古
の
多
宝
塔
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

南
僧
尾
観
音
堂
（
北
区
淡
汚
町
南
僧
尾
）

和
七
年
（
八
四
O
）
創
設
と
伝
え
る
恒
例
山
新
善
寺
の
旧
本
堂
で
あ
る
。
散
村
で
あ
る
南
僧
埠
集
落

今
は
箆
寺
で
あ
る
が

の
中
央
部
の
小
高
い
丘
状
の
台
地
の
北
側
で
、
西
側
刊
が
谷
筋
に
な
っ
た
台
地
の
端
部
で
あ
る
。
堂
の
す
ぐ
東
に
十
六
世
紀
末
か

古代・中世の建築

ら
十
七
世
紀
初
頭
の
地
蔵
堂
と
、

に
入
っ
た
江
戸
時
代
中
期
の
鎮
守
社
の
八
幡
神
社
と
中
世
の
大
き
な
五
輪
塔

そ
の
古
田

等
が
あ
る
。
ま
た
堂
の
西
端
の
縁
の

に
江
戸
時
代
中
期
の
…
間
社
が
置
か
れ
て
い
る
。

観
音
堂
の
建
立
年
代
は
不
詳
だ
が
、
仏
壇
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
お
と
う
板
書
」
が
下
田
勉
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ

（
「
新
養
寺
の
吋
お
と
う
板
設
』
」
）
、
観
音
堂
の
年
代
の
推
定
が
可
能
に
な
っ
た
。
板
書
は

部
が
前
ら
れ
上
書
さ
れ
て
古
い
部
分
が

N~.－ ~A·，＜，今

月主~日[J

少
し
失
わ
れ
て
い
る
が
、
延
穂
元
年
（

mm
八
九
）
か
ら
天
正
十
一
一
年
（
一
五
八
四
）
ま
で
途
中
三
年
が
欠
け
る
以
外
は
連
続
し

て
い
て
、
富
年
近
い
間
村
人
が
傾
番
で
堂
守
を
勤
め
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
中
世
の
村
方
の
信
仰
や
仏
堂
維
持
の
あ
り
方

古代・ ιj:ijlt際史編H945 



～ー～／ / 

写真219 雨｛白隠観音堂
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｜玄］95 南僧尾観音堂のSJ!.而~
（『神戸の茅野民家・寺社・民家集落Jより転戦、一部修正）

7.35 

観
音
堂
〔
県
指
定
重
要
文
化
財
〕

を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
坂
書
と
建
築
の
様
式
か
ら
堂
の
建
立
が
延
徳
一
冗
年
直
前
と
推
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

庇

・
五

桁
行
一
一
一
問
、
七
・
一
一
一
五
メ
ー
ト
ル
（
二
回
尺
ニ
寸
七
分
）
。
梁
間
四
問
、
八
・
五
五
メ
ー
ト
ル
（
二
八
尺

寸
六
分
）
。
背
面
の

メ
ー
ト
ル
（
五
尺
）
を
室
内
に
取
り
込
む
。
正
面
側
聞
の
庇
は
切
目
縁
で
あ
る
。
茅
葺
入
母
屋
の
三
関
堂
と
し
て

は
や
や
規
模
が
大
き
い
。
軸
部
は
太
い
柱
で
隅
だ
け
に
舟
肘
木
を
組
む
。
切
目
長
押
、
内
法
長
仰
を
回
し
、
正
面
一
一
一
間
は
新
し

946 ;1;・11;;・1:j:1［丘の文化財;:jjγ［－ーな



い
桟
時
一
戸
を
釣
る
。
両
側
面
は
正
面
第

間
は
板
戸
引
迷
、
第
四
間
前
鱒
潜
戸
、
正
面
か
ら
第
三
隠
の
仏
閣
の
柱
、
起
り
で
縦
板

鮎
り
で
間
仕
切
り
、

そ
の
背
面
は
庇
を
取
り
込
ん
で
後
陣
と
し
、
背
面
中
央
の
践
を
片
引
戸
を
立
て
、
他
は
横
羽
百
板
と
し
て

い
る
。
室
内
は
板
敷
き
で
柱
が
な
く
、
背
面
中
央
に
仏
簡
と
宮
殿
を
置
く
。
天
井
は
枠
天
井
。
仏
壇
は
皆
様
で
格
狭
間
は
無
目

の
鏡
板
、
高
欄
は
擬
宝
珠
高
捕
で
中
央
は
蕨
手
で
あ
る
。
宮
殿
は
円
柱
で
切
目
長
押
、
内
法
長
押
、
台
輸
を
屈
し
、
正
面
は
小

脇
坂
を
立
て
て
よ
に
弊
軸
機
の
よ
挺
を
乗
せ
る
。
一
扉
は
桟
勝
一
戸
。
組
物
は
皆
様
の
三
手
先
で
中
備
に
も
組
物
を
置
く
詰
組
で
あ

ま
ば
ら
た
る

る
。
全
体
に
装
飾
は
少
な
い
が
問
木
下
の
持
送
り
の
繰
形
に
特
徴
が
あ
る
。
軒
回
り
は
縁
に
な
っ
て
い
る
庇
の
天
井
は
疎
意

木
の
化
粧
屋
根
裏
風
の
仕
上
げ
で
、
桁
先
で
意
木
を
切
り
、
軒
付
け
仕
上
げ
に

の
垂
水
が
架
か
る
。

こ
の
規
模
の

で
室
内
の
正
面
側
三
間
分
に
柱
が
な
い
の
は
珍
し
い
。
中
町
仏
堂
で
は
側
面
四
間
だ
と
中
央
で
内
外
陣
に
一
区

闘
す
る
が
、
仏
壇
の
前
に
村
人
が
集
う
た
め
の
広
い
空
間
を
確
保
す
る
た
め
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
お
と
う
」
で
輪
番
で

の
維
持
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
寺
鵠
に
よ
り
寺
が
維
持
さ
れ
た
の
で
な
く
、
村
人
が
維
持
す

る
堂
で
あ
っ
た
か
ち
り
、

日
常
的
に
泰
仕
す
る
本
尊
が
仕
切
ら
れ
た
内
障
の
奥
に
位
遺
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仏

古代・中世の建築

墳
の
背
面
の
柱
通
り
に
柱
を
立
て
る
こ
と
で
、

い
う
軽
い
犀
担
で
あ
っ
た
か
ら
構
造
的
に
は
大
き
な
欠
陥
に
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
天
正
八
年
の

で
屋
根
を
二
尺
下
げ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
毘
根
の
改
造
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。建

立
年
代
が
十
五
世
紀
後
半
の
建
築
で
、
村
の
織
成
員
す
べ
て
が
年
番
で
「
お
と

を
勤
め
て
維
持
し
た
仏
堂
と
し
て
の

第二節

平
面
を
持
つ

そ
の
こ
と
が
中
間
の
信
仰
の
あ
り
方
を
知

で
、
当
時
の
仏
堂
の
通
例
と
は
異
な
っ
た
平
面
構
成
で
あ
る
が
、

る
う
え
で
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
近
年
長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
に
傷
ん
で
お
り
、
そ
の
修
理
が
維
な
の
は
惜
し
い
。
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地
蔵
金
一

の
板
敷
の

で
、
背
面
中
央
に
構
え
る

観
音
堂
の
す
ぐ
東
に
立
つ
正
面
一
問
、
側
面
二
関
背
面
二
一
問
、
屋
根
方
形
の
南
面
し
た
小
さ
な
堂
で
、
軸
部
が
大
商
取
方
柱

－
九
五
メ
ー
ト
ル
（
九
尺

間
鹿
子
の
理
屋
状
の
建
物
で
あ
る
。
正
面
側
面
と
も
一

寸
）
、
背
顕
の
中
央
の
二
本
の
柱
に
平
入
り
の
一
聞
の
厨
子
を
直
接
取
り
付
け
て
い
る
。
厨
子
の
軸
部
は
正
面
は
円
柱
、
背
面

は
覆
屋
の
大
田
叡
方
校
を
利
用
し
て
い
る
。
厨
子
の
正
面
に
ふ
mm
棚
を
付
け
、
切
目
長
押
、
内
法
長
押
で
小
脇
板
を
立
て
て
板
戸

同
開
に
作
る
。
頭
賞
の
鼻
は
木
鼻
。
組
物
は
隅
だ
け
だ
か
ら
出
三
斗
に
な
る
。
中
備
は
正
面
側
面
と
も
板
墓
投
。
軒
は
一
一
軒
繁

垂
木
、
隅
木
入
り
で
あ
る
の
で
屋
根
は
寄
棟
で
あ
ろ
う
か
。
木
鼻
、
実
肘
木
、
墓
股
な
ど
に
中
世
風
の
特
徴
が
残
っ
て
い
る
。

十
七
由
紀
後
期
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
遅
く
と
も
十
七
世
紀
初
頭
を
下
る

こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
修
理
が
多
く
、
軒
も
棒
垂
木
に
改
ま
っ
て
い

る
の
は
精
し
い
が
、

一
見
の
価
値
が
あ
る
。

街｛国！宅地蔵主主

な
お
、
江
戸
時
代
の
鎮
守
社
で
あ
る

間
社
隅
木
入
春
日
造
の
八
幡
神

社
本
殿
は
十
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
が
了
寧
な
建
築
で
あ
る
。
ま
た
観
音

堂
の
縁
に
置
か
れ
て
い
る
一
聞
社
隅
木
入
春
日
造
の
神
社
本
殿
は
、
十
七

写真220

世
紀
後
半
の
ほ
ぼ
完
全
な
建
築
で
あ
る
。
可
能
な
ら
ば
室
内
で
保
存
し
た

方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
村
方
が
自
ら
の

で
保
存
し
て
き
た

貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
大
き
な
五
輪
塔
と
と
も
に
ぜ
ひ
良
い
状

態
で
保
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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若
王
子
神
社
（
北
区
山
間
町
街
地
）

ヲ
兵
庫
県
神
社
誌
』
（
以
下
『
神
社
誌
』
）
に
よ
れ
ば
創
立
年
月
不
詳
と
あ
り
、
宝
麿
八
年
（
一
七
五
八
）
頃
に
記
さ
れ
た

王
子
山
一
福
寺
中
興
縁
起
』
（
以
下
吋
一
樹
ヰ
寸
縁
起
』
）
を
載
せ
て
い
る
。
福
寺
は
環
在
の
無
動
寺
で
、
明
治
維
新
の
際
に
地
裁
寺
と
併

せ
て
若
王
山
地
蔵
院
無
動
寺
と
改
称
し
た
。
『
福
寺
縁
起
』
の
記
載
で
は
聖
徳
太
子
が
丈
六
の
大
日
如
来
を
造
り
寺
を
建
て
、

け

ん

に

ん

げ

ん

さ

ゆ

う

八
幡
神
社
を
鎮
守
社
と
し
た
が
時
を
経
て
荒
廃
し
た
の
で
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
北
条
時
政
（
執
権
戦
は
建
仁
三
年
i
元
久
ニ
年

か

ん

じ

よ

う

え

い

に

ん

し

ゃ

み

〔一二
O
一一了
O
五
〕
）
に
願
い
出
て
復
興
、
若
一
王
子
を
勧
請
し
た
と
あ
る
。
後
の
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
沙
弥
正
蓮
や
橘

長
綱
等
が
現
在
の
本
殿
の
前
身
建
物
を
建
立
し
、
応
永
十
五
年
（
一
四
O
八
）
に
沙
門
宏
恵
・
沙
弥
経
紬
・
橘
光
縄
等
で
再
建

し
た
の
が
現
在
の
本
殿
で
あ
る
。
吋
重
要
文
化
財
若
王
子
神
社
本
殿
修
理
工
事
報
告
書
』
で
は
盤
根
材
の
傷
み
方
を
考
慮
し
て

約
五

0
1六
O
年
後
に
覆
躍
が
建
て
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
沙
門
恵
弘
等
に
よ
っ
て

護
屋
が
建
て
替
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
無
動
寺
の
本
尊
の
大
日
如
来
座
像
（
丈
六
）
と
脇
侍
の
釈
迦
如
来
盛
像
が
と
も
に
平

安
時
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
聖
徳
太
子
の
創
建
説
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
古
代
に
丈
六
仏
を
安
謹
し
た
堂
を
持
つ
寺
院

古代・中伎の建築

が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
時
代
は
八
幡
神
社
が
鎮
守
社
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
山
田
の
谷
で
八
幡
神
社
は
中
村

に
あ
る
六
条
八
幡
神
社
だ
け
で
あ
り
、
位
置
的
に
も
近
い
か
ら
鎮
守
社
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
間
神
社
の
文
書
に
は
掲

の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
執
権
時
政
に
顕
い
出
た
説
も
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
世
に
な
っ
て
現
在
の

子
神
社
を
鎮
守
社
と
し
て
勧
請
し
た
こ
と
は
、
永
仁
五
年
の
棟
札
で
わ
か
る
。

第二節

現
在
の
本
殿
は
棟
札
で
応
永
十
五
年
の
建
築
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
前
の
本
殿
建
立
か
ら
百
十
一
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
状
況
は
棟
札
の
記
述
に
よ
っ
て
分
か
る
。
す
な
わ
ち
柱
根
が
朽
ち
梁
様
傾
斜
と
傷
み
が
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
応
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永
十
五
年
二
月
五
日
に
棟
上
、
間
十
六
日
に
大
工
平
光
弘
、
神
主
孫
九
郎
太
夫
、
願
主
沙
弥
聖
帥
等
に
よ
り
作
り
始
め
た
と
見

え
る
。
こ
の
時
以
後
本
殿
は
大
き
な
改
変
を
受
け
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
は
「
神
社
誌
』
記
載
で
は
弘
治
二

年
の
棟
札
の
写
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
覆
屋
の
修
理
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
記
録
が
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
吋
神
社
誌
』

に
よ
れ
ば

（
一
七
三
一
）
に
神
社
の
境
内
と
山
林
が
…
福
地
村
の
庄
躍
伝
兵
衛
ほ
か
連
名
で
、
「
大
日
堂
井
御
社
再

建
修
造
之
御
願
」
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
福
寺
の
傷
み
が
進
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
と
き
も
抜
本
的
な
工
事

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
の

年
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
前
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
領
主
に
神
社

の
境
内
と
山
林
の
除
地
の
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
。
工
事
前
の
状
況
は
「
堂
舎
朽
敗
、
経
像
数
失
」
と
あ
り
、
大
日
如
来
像
等
と

若
王
子
社
の
玉
殿
（
本
殿
）
だ
け
は
残
っ
た
と
い
い
、
ま
た
狐
狸
が
交
駈
し
「
雑
兎
者
往
正
一
ど
と
ひ
ど
い
荒
廃
ぷ
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
福
寺
は
か
な
り
荒
れ
た
様
子
で
あ
る
が
、
当
本
殿
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
壁
板
と
浜
床
が
修
理
さ
れ
た
。
こ
の
修

理
の
時
に
福
寺
の
寺
観
が
よ
う
や
く
盤
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
無
動
寺
の
本
堂
は
こ
の
と
き
の
建
築
で
あ
る
。
若
王
子
神

λ
Aけ
な
い

社
の
裂
屋
は
そ
の
後
文
政
元
年
（

八
一
八
）
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
な
お
現
在
の
覆
屋
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
限
）
の
本

殿
の
半
解
体
修
理
の
際
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
殿
門
重
姿
文
化
財
〕

に
入
っ
た
応
、
水
十
五
年
の
三
聞
社
流
造
縦
厚
板
葺
目
板
打
の
本
殿
で
あ
る
。
桁
行
、
一
二
・
問
九
メ
ー
ト
ル
（

！ミ

寸
三
分
）
。
梁
問
、
二
・
一
一
メ
ー
ト
ル
（
六
尺
九
寸
六
分
間
短
）
。
向
拝
の
出
、

一
・
二
七
メ
ー
ト
ル
（
剖
尺
二
寸
）
。
身
舎
正
面

二
問
、
向
持
二
一
閥
、
側
側
面
身
舎
一
一
問
、
向
拝
一
問
。
身
舎
三
方
回
縁
。
制
高
欄
脇
陣
子
止
め
。
室
内
は
桁
行
方
向
の
柱
通
り
で

内
外
陣
に
区
画
し
、
内
陣
は
間
仕
切
ら
な
い
。
向
持
は
浜
床
、
浜
縁
、
木
階
七
級
、
登
高
欄
向
拝
住
止
め
。
紬
部
は
身
糸
口
は
内

9ラ0
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古代・中間の建築

若王子神社本殿（｛l!IJ街）

柱
、
頭
貰
の
鼻
は
肘
木
造
り
だ

し
。
係
構
え
以
外
は
横
羽
目
板
。

若王子科I社本殿（正面）

向
拝
は
大
面
取
方
柱
、
桁
行
は

写真221

頭
貰
で
水
口
の
鼻
は
肘
木
造
り

だ
し
。
身
舎
と
の
つ
な
ぎ
は
両

端
の
柱
は
直
な
繋
虹
梁
で
出

斗
上
か
ら
出
し
、
身
舎
側
は
内

写真222

法
は長
手た抑

挟7占
で Ii空
飾~~
〆二、 o

柱自
問の
装柱

置
は
切
目
長
押
内
法
長
押
を
回

っし

正内
面陣
は閤
横fり
桟Zは
を腰
吹長
き押
寄を
せ打

に
し
た
立
繁
格
子
戸
引
違
。
外
陣
側
面
は
半
長
押
上
に
弊
軸
を
回
し
板
一
原
を
釣
る
。
内
外
陣
境
は
腰
長
押
、
内
法
一
長
押
間
に
小

脇
板
で
板
潔
を
釣
る
。
組
物
は
身
舎
、
向
拝
と
も
に
和
織
の
出

で
あ
る
が
、
背
閣
の
中
柱
二
本
は
柱
の

い
の
こ
さ
サ

に
実
肘
木
を
柱
に
割
り
込
ん
で
丸
桁
を
天
載
せ
し
て
い
る
。
妻
飾
り
は
家
紋
誌
で
、
上
に
大
斗
を
霞
き
肘
木
作
り
出
し
の
棟
木

に
斗
を
置
か
ず

tヰl .JirJ 

を
置
く
。
軒
は
身
舎
は
一
軒
繁
垂
木
、
向
拝
は
身
舎
の
霊
木
を
打
ち
越
し
て
二
軒
繁
垂
木
に
す
る
。
屋
根
は
縦
一
惇
板
二
段
葺
で
、

板
の
合
わ
せ
部
分
に
目
板
を
載
せ
る
。
棟
押
さ
え
は
一
木
か
ら
笠
木
を
造
出
し
で
、
両
端
に
鬼
板
。
破
嵐
は
通
常
の
眉
欠
き
の

＂＇イt・cjijll:！だ＊編H9ラI



皮
り
付
き
で
あ
る
が
、
屋
根
材
が
縦
厚
板
で
反
り
が
つ
か
な
い
か
ら
隙
聞
を
世
帯
板
で
塞
い
で
い
る
。

わ
が
国
の
神
社
本
殿
の
様
式
で
は
最
も
数
の
多
い
の
が
一
一
一
間
社
流
造
で
あ
る
が
、
建
立
年
代
が
明
ら
か
な
遺
構
で
は
本
殿
が

全
国
で
一
一
一
番
自
に
古
い
建
築
で
あ
る
。
平
面
で
は
外
陣
側
面
に
一
爆
を
持
つ
古
式
で
あ
る
。
ま
た
当
初
の
部
材
が
よ
く
残
り
、
室

町
時
代
中
期
の
初
め
頃
の
純
和
様
の
建
築
の
様
式
を
正
確
に
今
に
伝
え
る
遺
構
で
あ
る
。
さ
ら
に
屋
根
が
大
和
葺
と
も
呼
ば
れ

る
葺
き
方
の
縦
厚
板
二
段
葺
で
、
か
つ
当
初
材
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
良
質
な
木
材
が
産
出
す
る
の
で
麗
根
材

に
も
多
く
使
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
木
材
の
性
格
上
腐
敗
等
に
よ
っ
て
残
り
に
く
く
、
現
存
す
る
木
造
建
築
最
古
の
遺
構
は
八

世
紀
の
法
隆
寺
金
堂
と
五
重
塔
の
裳
階
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
当
初
材
は
な
い
。
当
本
殿
は
そ
れ
に
次
ぐ
古
い
遺
構
で
、
建

築
年
代
が
明
ら
か
で
、
当
初
の
葺
板
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
点
で
き
わ
め

で
あ
る
。

六
条
八
幡
神
社
（
北
区
山
田
町
中
）

じ
ん
ぐ
う

カ
村
の
総
鎮
守
社
で
あ
る
。
『
兵
庫
県
神
社
誌
』
で
は
神
功
皇
居

中
村
八
幡
神
社
と
も
呼
ば
れ
る
旧
郷
社
で
旧
山
田
荘
一
一

ち
ょ
う
と
く

の
ゆ
か
り
の
社
と
し
、
ま
た
長
徳
一
冗
年
（
九
九
五
）
僧
基
燈
が
応
神
天
皇
を
祈
っ
て
若
宮
八
橋
宮
と
称
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に

は

う

あ

ん

さ

め

う

し

こ
の
地
は
源
為
義
の
所
領
の
山
田
荘
で
、
保
安
四
年
（
一
一
ニ
一
一
一
）
に
為
義
の
在
女
牛
八
幡
宮
（
京
都
市
）
を
若
宮
八
幡
宮
に
合

杷
し
、
六
条
八
幡
宮
と
称
し
た
と
も
あ
る
。
源
氏
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
確
実
な
史
料
は
、
『
吾
妻
鏡
』
の
文
治
一
一

八
七
）
十
月
二
十
六
日
条
の
、
山
田
荘
は
頼
朝
に
よ
っ
て
左
女
牛
八
幡
宮
に
寄
進
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
神
社
の
維
持

ゆ

と

う

や

せ

ん

ね

ん

や

は
在
地
の
有
力
家
が
担
当
し
、
鷲
尾
家
、
栗
花
器
家
な
ど
が
頭
屋
役
を
つ
と
め
、
千
年
家
の
箱
木
家
は
下
頭
麗
役
を
つ
と
め
た
。

何
度
か
造
営
を
重
ね
て
き
た
が
、
現
本
殿
は
貞
享
五
年
（

六
八
八
）
の
再
建
で
、

そ
の
記
録
を
本
殿
床
下
の
柱
に
詳
し
く
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で
残
し
て
い
る
。

一
二
重
塔
は
本
殿
の
東
北
の
位
置
に
あ
る

段
高
い
台
上
に
建
っ
て
い
る
。
建
立
は

六条八幡神社

『
神
社
誌
』
に
「
神
社
一
一
一
霊
塔
婆
記
録
」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）

つ
な
ざ
ね

一
十
九
日
に
鷲
尾
綿
真
・
林
長
家
道
が
世
話
人
と
な
り
、
大
工
藤
原
国
次
等
で

に
、
明
治
四
十
四
年
（

建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
塔
の
初
重
の
西
南
の

7t 

'--" 

の

一
一
左
衛
門
に
よ
っ
て
常
古
か
れ
た
吋
細
川
社
八
橋
神
社
一
一
一
霊
塔
伝

写真223

記
（
以
下

が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
出
所
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
社
記
類
と
心
柱
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
墨
書
を
参
考
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
に
村
人
が
一
一

を
行
い
、
開
年
十
月
十
九
日
に
起
工
、
長
禄
元
年
（

の
議

四
五
じ
）

一
月
立
柱
、
間

一
月
上
棟
、
文
正
元
年
一

十
九
日
に
竣
工
し
た
。
祭
神
は
開
弥
陀
二
一
尊
と

大
日
如
来
と
あ
る
。
そ
の
後
大
臼
像
は
盗
難
に
あ
い
、
現
在
は
阿
弥
陀
三
尊
が
宮
殿
の
中
の
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
厨
子

古代・中世の建築

に
比
し
て
小
振
り
で
収
ま
り
が
惑
い
。
こ
の
三
尊
は
「
神
社
誌
』
記
載
の
鋼
板
銘
に
よ
る
と
、
御
正
体
の
光
背
等
が
破
損
し
て

の
で
あ
る
。
「
伝
記
』

拝
殿
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
元
文
三
年
（

七
一
一
一
八
）
に
新
鋳
し
た
も
の
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
般
に
安
置
さ
れ
た
も

の
記
述
な
の
で
、
元
文
の
新
鋳
の
阿
弥
陀
一
一
一
尊
が
塔
の
た
め
と
あ
る
が
、
宮
殿
の
規
模
か
ら
す

る
と
塔
の
本
尊
が
大
日
像
で
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
本
殿
の
阿
弥
柁
像
を
移
し
、
大
臼
像
と
併
祭
し
て
廃
仏
を
免
れ
た
も

第二百ri

の
で
あ
る
。
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七
年
（
一
五
一
七
）
建
立
の
出
雲
大
社
の

神
社
に
塔
が
あ
る
こ
と
は
神
仏
習
合
の
近
世
ま
で
は
異
質
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
兵
庫
県
で
は
養
父
市
の
名
車
神
社
に
大
永

か
ん
ぶ
ん

（
重
要
文
化
財
）
が
移
さ
れ
て
い
る
。
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

1
七
一
二
）
の

大
社
の
遷
宮
の
際
に
名
車
の
妙
見
宮
か
ら
材
木
を
供
出
し
た
こ
と
の
見
返
り
で
、
寛
文
五
年
に
大
社
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ

か
い
ば
ら

る
。
丹
波
市
の
柏
原
八
幡
神
社
に
も
文
化
十
年
（
一
八
一
一
一
一
）
再
建
の
一
一
一
重
塔
（
県
指
定
震
姿
文
化
財
）
が
あ
る
。

一
童
謡
唱
〔
重
要
文
化
財
〕

文
正
元
年
竣
工
の
一

で
あ
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀

二
間
一
一
一
軍
檎
皮
葺
の
一
一

で
あ
る
。
初
重
は
桁
行
梁
間
と
も

ニ
軒
繁
垂
木
。
各
重
の
支
部
は
下
重
よ
り
上
層
に
上
が

る
に
し
た
が
っ
て
六
支
ず
つ
逓
減
さ
せ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
初
章
一
一
一
二
支
、
一
一

六
支
、

一O
支
で
、

逓
減
率
が
初
重
と

で
0
・
八
一
、
二
重
と

0
・
七
七
と
こ
の
時
代
と
し
て
は
き
わ
め
て
大
き
く
、

安
定
感
の
あ
る
美
し
い
塔
で
あ
る
。

の
逓
減

と
お
し
ひ
じ

が
大
き
い
の
で
、
側
柱
を
そ
れ
ぞ
れ
の
下
重
の
通
肘

木
の
上
に
立
て
る
と
い
う
珍
し
い
手
法
が
と
ら
れ
て
い

る
。
様
式
的
に
は
肘
木
の
木
口
が
わ
ず
か
で
あ
る
が
曲

線
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
」
殿
様
で

に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
大
日
如
来
で
あ
っ
た
。
四
方
因
縁
の

－
八
八
メ
ー
ト
ル
（
一
二
尺
九
寸
）
。
組
物
は
三
手
先
、
軒
は

9ラ4
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あ
る
が
、
尾
垂
木
な
ど
は
和
燥
で
、
外
観
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
和
措
で
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
床
下
は
亀
腹
で
あ
る
。
初
重
の
柱
服
装
置
は
中
央
が
弊
軸
を

六条八幡神社三議士会（宮殿）

閉
し
て
坂
戸
を
釣
り
、
両
脇
聞
は
腰
長
押
上
と
内
法
長
押
間
に
縦
高
速
子
の

和
様
。
組
物
は
三
重
と
も
粁
天
井
は
格
天
井
に
し
た
正
規
の
軒
支
輸
を
付
け

で
あ
る
。
中
備
は
初
重
が
一
一
一
間
と
も
間
斗
束
。

二
重
は
柱
間

たが
狭
い
の
で
両
脇
限
は
東
を
省
略
し
、
中
央
間
の
み
間
斗
東
を
立
て
る
。
J

初

の
室
内
は
板
敷
き
、
四
天
柱
で
は
な
く
一
回
り
太
い
来
迎
柱
だ
け
を
立
て

漆
塗
り
仕
上
げ
に
し
て
い
る
。
そ
の
位
置
も
側
柱
よ
り
背
面
践
に
ず
ら
し
て

写真225

い
る
。
来
迎
柱
間
は
壁
で
横
山
欣
板
黒
漆
諮
り
。
そ
の
前
に
格
狭
間
彫
刻
入
り

の
唐
様
の
仏
壊
（
須
禰
境
）
を
構
え
る
。
一
口
問
欄
は
逆
運
柱
で
斗
束
は
濯
運
、

正
面
は
蕨
手
で
あ
る
。
そ
の
上
に
見
事
な
宮
殿
を
霞
い
て
い
る
。
こ
の
宮
殿

は
ほ
ぼ
天
井
に
届
く
規
模
で
あ
る
。
様
式
的
に
は
小
脇
援
と
欄
間
に
彫
刻
を

だ
い
が
ん
な

施
し
て
い
て
擬
古
的
で
中
世
風
に
見
え
る
が
、
来
迎
壁
に
沿
っ
て
い
な
い
こ
と
、
仕
上
げ
が
合
鉛
の
仕
上
げ
で
、
隊
式
的
に

古代・中｜立の建築

は
十
七
世
紀
初
頭
を
く
だ
ら
な
い
頃
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
丁
寧
な
造
り
の
腐
様
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
井
は
中
央
の
仏

第二節

丁
寧
な
縮
工
が
見
ら
れ
る
。
外
賂
り
で
は

壇
の
上
は
二
重
折
上
小
組
格
天
井
。
周
聞
の
聞
も
折
上
小
組
格
天
井
。
制
柱
の
内
法
長
押
の
上
の
欄
間
に
縦
の
連
子
を
入
れ
た

の
柱
潤
も
初
雪
一
同
様
中
央
聞
が
弊
軸
を
回
し
て
板
一
扉
両
開
き
、
周
囲
の
脇

の
中
央
揺
の
板
躍
は
太
鼓
状
に
中
央
が
張
り
だ
し
た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
一

同
り
ま

k
n
E
聞か

F24－
o

こ
。
こ

J

a
H
ι
l
u
鉱
？
市
平
J
A
l
作
t
J
G
J

ふ
／
中
J
I
L

の
恒！
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縁
は
腰
組
付
き
切
目
縁
、
制
高
欄
を
回
す
。
腰
組
は

隅
は
連
斗
。
構
造
的
に
は
い
く
つ
か
の

で
中
柱
上
は
平
一
一
一
斗
、

が
見
ら
れ
る
。

に
造
ら
れ
た
和
様
が
基
調
の
装
飾
の
少
な
い
清
楚
な

で
あ
る
。

豊
歳
神
社
（
北
区
大
沢
町
市
原
）

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
で
は
有
馬
郡
上
津
谷
（
北
区
長
尾
町
上
津
）
の
大
歳
神
社
の
分
霊
で
創
立
年
月
不
詳
と
あ
り
、
祭
神
は
大

正

（
一
九
二
剖
）
に
決
定
し
た
と
あ
る
。
『
重
要
文
化
財
農
歳
神
社
本
殿
修
理

の
「
神
社

は
大
正
一ト

明
細
帳
訂
正
方
ノ
義
御
願
」
の
抄
録
を
の
せ
、
紀
守
閣
が
大
願
主
で
永
正
八
年
（
一
五

一
）
に
新
た
に
社
殿
を
造
営
し
、
伊

勢
の
外
宮
の
度
会
神
主
に
詰
切
っ
て
大
歳
大
神
に
豊
受
大
神
を
合
配
し
て
豊
歳
神
社
と
改
称
し
た
と
あ
る
。
祭
神
は
内
陣
の
右
に

豊
一
受
神
、
左
に
大
歳
神
を
杷
っ
て
い
る
。
な
お
現
在
の
社
殿
は
棟
札
に
よ
る
と
南
部
の
大
工
宝
田
宗
行
等
に
よ
り
永
正
八
年
十

月
に
上
棟
し
た
。
た
だ
し
棟
札
に
は
神
社
名
の
記
載
は
な
い
。
『
神
社
誌
』
の
上
津
谷
の
大
歳
神
社
の
記
述
に
永
正
年
間
に

南
部
の
大
工
を
雇
い
社
殿
を
修
繕
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
本
殿
と
悶
じ
大
工
で
修
理
を
し
た
ら
し
い
。

本
殿
〔
重
要
文
化
財
〕

に
入
っ
た
永
正
八
年
建
立
の
一
聞
社
関
木
入
春
日
造
柿

の
本
殿
で
あ
る
。
桁
行
身
舎
、

・
O
九
メ
ー
ト
ル
（

尺
六
寸
）
。
梁
間
（
正
阪
）

． 
一一

一・

O
九
メ
ー
ト
ル
（
三
尺
六
寸
）
。
向
拝
（
正
岡
）

メ
ー
ト
ル
（
間
尺
五
分
）
。
向
拝
の
出
、

－
一
一
二
メ
ー
ト
ル
（
四
尺
五
分
）
。
身
舎
一
一
一
方
回
縁
、
宝
珠
柱
高
欄
脇
樟
子
止
め
。
室
内
は
外
陣
を
広
く
し
て
内
外
部
に
区
画

し
、
内
陣
は
二
分
す
る
。
身
舎
の
柱
は
円
柱
で
、
顕
貫
の
端
は
木
鼻
、
向
拝
柱
は
大
面
取
方
柱
。
正
面
は
虹
梁
状
頭
震
で
先
端

え
び
こ
う
り
ょ
っ

は
造
り
だ
し
の
肘
木
。
身
舎
と
は
海
老
虹
梁
で
繋
ぐ
。
正
面
一
際
構
え
は
中
央
は
腰
板
付
き
の
縦
桟
一
戸
引
分
け
、
両
脇
は
格
子

9ラ6古代.tj:J ti±の文化財第！…lit



古代・ cJ:11立の建築

一
戸
阪
殺
し
。
側
面
背
閣
は
横
羽
目
板
。
床
下
も
横
羽
自
板
。
た
だ
し
背
面
は
定

側
板
一
戸
片
引
き
。
内
師
は
腰
長
押
上
に
弊
軸
を
回
し
小
脇
板
を
立
て
て
板
一
戸
両

援古美神社本i殿

聞
き
。
向
拝
は
浜
縁
、
木
階
五
級
登
高
欄
宝
珠
柱
止
め
。
正
面
は
縁
束
聞
に
羽つれ

目
板
。
身
λ

位
口
組
物
は
出
紐
で
正
面
は
支
輪
付
き
。
中
備
に
本
謹
股
。
向
拝
は
連

で
頭
震
の
造
り
だ
し
肘
木
を
蕨
手
状
の
柏
葉
の
根
肘
氷
で
支
え
、
内
側
は

た
い
＼
い
づ
か

根
討
木
に
巻
斗
で
頭
貰
を
支
え
る
。
背
面
の
妻
飾
は
虹
梁
中
央
に
大
瓶
束
。
軒

写真226

は
二
軒
繁
垂
木
。
向
拝
は
身
会
正
面
の
柱
上
か
ら
楠
木
を
出
し
、
側
語
の
垂
木

ひ
え
ん
だ
る
し
3

よ
り
二
支
狭
め
て
身
舎
の
飛
檎
垂
木
を
打
ち
越
し
て

一
軒
繁
霊
木
。

小
振
り
で
あ
る
が
和
様
を
基
調
に
し
た
見
所
の
多
い
建
築
で
、
絵
様
な
ど
が

よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
十
六
世
紀
初
頭
の
標
識
建
築
と
い
え
る
。
向
拝
の
蕨

式
治
め

手
状
肘
木
は
三
田
市
の
一
口
同
売
布
神
社
本
殿
（
永
正
十
年
ご
五
一

）
の
向
拝

じ
が
す
る
狛
犬
を
描
い
た
国
柄
は
面
白
い
。

こ
が
き

と
月
を
対
置
さ
せ
る
の
は
一
ニ
田
市
の
小
綿
の
天
満
神
社
本
殿
（
一
五
O
O年
頃
）
の
木
鼻
、
同
じ
壊
の
岡
市
下
棺
野
大
歳
神
社

に
意
一
位
は
異
な
る
が
類
例
が
あ
る
。
身
本
一
口
正
面
の
引
分
一
戸
の
腰
板
に
稚
拙
な
感

あ

ぎ

ょ

う

う

ん

ざ

ょ

う

の
陣
形
の
上
部
に
は
太
問
問
、
の
昨
形
の
上
に
満
月
が
描
か
れ
て
い
る
O
B

本
殿
の
脇
障
子
な
ど
に
例
が
あ
る
。
十
六
世
紀
の
西
摂
の
山
間
阿
部
の
神
社
本
殿
で
よ
く
見
ら
れ
る
意
置
で
あ
る
。
内
陣
の
一
際
構

第二節

は
弊
紬
の
曲
面
が
大
き
な
も
の
で
、
一
擦
が
小
振
り
な
た
め
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
吉
風
で
面
白
い
。
頭
貫
の
木
鼻
は
持

い
か
つ

代
相
応
の
形
状
で
あ
る
。
身
舎
の
謹
股
は
四
国
あ
る
が
確
実
に
当
J

初
材
と
思
わ
れ
る
も
の
は
右
側
面
の
も
の
で
、
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た
時
代
相
応
で
あ
る
。
図
柄
は
総
で
あ
る
。
な
お
身
舎
正
面
の
は
寛
文

（
一
六
六
三
）
の
取
り
替
え
で
、
時
代
に
よ
る
形

の
違
い
が
窺
え
る
。
向
拝
は
江
戸
時
代
後
期
の
後
補
の
龍
の
丸
彫
墓
股
が
残
っ
て
い
る
。
組
物
等
の
極
彩
色
や
板
壁
の
絵
様
は

昭

和
／＼ 

十

九
八
七
）
完
成
の
修
復
工
事
で
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

京
賢
神
社
（
西
区
玉
津
町
出
合
字
辰
問
ヶ
坪
）

ウ
長
庫
県
神
社
誌
』
で
は
創
立
年
月
不
詳
で
明
治
七
年
（

八
七
凹
）
に
村
社
と
な
っ
た
と
す
る
。
吋
明
石
記
』
で

権
現
古
城
跡
と
あ
る
。
宗
賢
神
社
は
二
三
代
顕
宗
天
皇
と
兄
の
二
四
代
仁
竪
天
皇
を
配
る
神
社
で
あ
る
。
は
山
’
部

む

ら

じ

お

た

て

（

稲

肝

〉

に

い

む

ろ

お

け

を

け

お

け

連
小
楯
が
針
開
国
志
自
牟
の
新
室
で
意
祁
と
衷
祁
を
、
吋
日
本
書
紀
』
で
は
山
部
連
小
楯
が
赤
石
郡
縮
見
屯
倉
の
新
室
で
億
計

と
弘
計
を
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
美
嚢
郡
志
深
里
の
石
室
で
於
実
と
意
実
を
見
つ
け
た
と
あ
る
。

た
忍
歯
王
の
一

応
神
天
皇
に
謀
殺
さ
れ

人
の
王
子
が
難
を
避
け
て
隠
れ
て
い
た
の
を
、

小
楯
に
よ
り
見
つ
け
出
さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
共
通
で
あ
る
。

そ
の
後
で
兄
意
祁
が
仁
監
天
皇
と
な
っ
た
。
吋
播

ね
ひ
め
の
み
こ
と

壌
国
風
土
記
』
に
は
加
四
市
の
玉
丘
古
墳
が
王
子
の
迎
え
を
待
っ
て
亡
く
な
っ
た
根
日
女
命
の
墳
墓
で
、

は
大
和
に
帰
り
清
寧
天
皇
の
後
を
継
い
で
弟
の
意
祁
が
顕
宗
天
皇
に
な
り
、

ニ
木
市
の
志
染
の

稚
児
の
石
室
が
揺
れ
た
場
所
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の

王
子
を
ま
つ
る
神
社
は
ほ
ぼ
旧
明
石
郡
に
限
ら
れ
て
い
る
。
『
神
社
誌
』

記
載
で
は
旧
村
社
で
あ
る
宗
賢
神
社
は
七
社
で
、
祭
神
が
閉
じ
若
宮
神
社
を
加
え
て
八
社
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
創
立
年
代
が

し
よ
う
ほ
う

明
ら
か
な
の
は
平
野
町
中
津
の
も
の
が
正
保
一
一

六
堕
ハ
）
で
古
く
、
明
石
市
大
久
保
町
松
陰
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
ニ
）
、

明
石
市
魚
住
町
清
水
が
間
十
二
年
、
同
市
同
町
長
坂
寺
が
延
宝
九
年
（
一
六
八

）
な
ど
で
、

い
ず
れ
も
十
七
世
紀
中
期
以
降

で
あ
る
。
『
神
社
誌
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
西
区
押
部
谷
町
木
津
の
顕
宗
仁
賢
神
社
は
仁
賢
天
皇
の
時
代
の
創
建
と
称
し
て

9ラ8
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い
る
が
確
証
は
な
い
。
こ
れ
を
除
く
と
明
石
以
西
の
宗
賢
神
社
は
十
七
世
紀
以
降
の
創
設
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
本
殿
は

部
に
後
補
は
あ
る
が
、
様
式
的
に
は
室
町
時
代
後
期
と
堆
定
さ
れ
る
建
築
で
、
宗
賢
神
社
の
建
築
で
は

最
古
の
遺
構
で
あ
る
。
背
面
は
柱
閉
が
二
閉
だ
か
ら
二
神
を
杷
る
建
築
と
見
え
る
が
、
正
面
の
柱
間
は

み
の
づ
か

欄
聞
の
彫
刻
は
一
二
灰
一
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
毘
画
と
位
置
が
ず
れ
る
が
台
総
上
の
雨
脇
に
蓑
束
が
あ
り
中
央
に
は
斗
繰
の
痕

間
で
あ
る
。
し
か
も

が
あ
る
の
で
、
当
初
は
三
区
で
あ
っ
た
。
内
外
開
境
の
内
法
長
押
の
痕
跡
で
は
、
今
の
円
柱
よ
り
外
側
に
柱
の
痕
跡
が
あ
り
、

中
央
間
が
志
く
と
ら
れ
て
お
り
中
央
区
間
併
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
後
補
だ
が
内
々
陣
部
分
は
…
一

に
分
か
れ
て
い
る

か
ら
、

一
神
を
杷
る
相
殿
形
式
の
内
陣
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
内
々
陣
の
束
の
間
に
十
一
面
観
音
が
杷
ら

れ
て
い
る
。
十
一
面
観
音
を
本
池
と
す
る
神
社
は
大
社
で
は
八
坂
、
伏
見
稲
荷
、
厳
島
等
で
、
他
の
多
く
の
神
社
の
本
地
で
も

あ
る
。
当
社
が
い
か
な
る
垂
波
説
で
本
地
を
十

面
制
限
音
と
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
当
初
か
ら
宗
賢
神
社
で
あ
っ
た
こ
と

も
疑
わ
し
い
。
逆
に
は
十
一
面
観
音
を
本
地
と
す
る
祭
神
で
あ
る
こ
と
が
確
か
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
殿
〔
賎
指
定
重
姿
文
化
財
〕

古代・ l~Ji殺の悠築

室
町
時
代
後
期
建
築
で
、

問
、
側
面
背
面
二
閥
、
正
面
…
回
向
拝
付
き
入
母
麗
造
柿
葺
の
本
殿
で
あ

に
入
っ
た
正
面

る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
傾
い
た
の
で
補
強
さ
れ
て
い
る
。
桁
行

－
一
ス
一
一
一
メ
ー
ト
ル
（
七
尺
六
寸
九
分
）
。
梁
間
一
一
・

メ
ー
ト
ル
（
七
尺
六
寸
九
分
）
。
向
拝
の
出

・
七
六
メ
ー
ト
ル
（
況
尺
八
寸
一
分
）
。
身
舎
一
一
一
方
回
縁
。
制
高
欄
脇
陣
子
止
め
。

室
内
は
桁
行
き
方
向
の
柱
通
り
で
内
外
陣
に
区
画
す
る
。
内
陣
は
間
仕
切
ら
ず
、
内
々
陣
を
三
区
と
す
る
。
向
拝
は
木
階
五
級
、

第二節

浜
縁
、
浜
床
。
登
り
高
様
は
制
高
織
で
下
部
は
擬
宝
珠
柱
止
め
。
納
部
は
身
本
一
口
は
円
柱
、
頭
貫
の
鼻
は
木
鼻
造
り
だ
し
。
正
面

以
外
は
横
羽
目
板
。
切
自
長
押
、
内
法
長
押
。
た
だ
し
正
面
は
内
法
長
押
を
欠
い
て
鴨
毘
上
に
す
か
し
彫
の
欄
聞
を
は
め
る
。
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議賢神社本殿

頭
貰
端
は
木
鼻
造
り
だ
し
、

京賢ネljl社本殿（身舎の刻[j部）

上
に
台
輪
、
正
面
一
燦
構
え
は

写真227

格
子
戸
四
枚
引
違
（
後
補
）
。

鴨
居
上
は
欄
問
。
内
外
陣
境

区
割
は

に
分
か
ち
、
円

柱
（
後
補
）
を
立
て
、
内
法

長
押
で
止
め
る
。
切
目
長
押
、

写真228

腰
長
押
、
内
法
半
長
押
で
、

中
央
は
小
脇
板
で
板
一
戸
両
開

t導入き
縁主 、
二地
品は
様横
柱羽
は日
垂巌ノ＂。
生縁
り は

竹
の
節
の
出
に
彫
刻
。
向
拝
は
大
国
取
方
柱
、
虹
梁
状
頭
貫
の
木
口
は
繰
方
付
き
の
木
鼻
。
身
舎
と
の
つ
な
ぎ
は
海
老
虹
梁
で
、

身
会
側
は
巻
斗
に
の
り
、
向
拝
は
桁
と
同
一
品
に
納
め
る
。
組
物
は
身
舎
は
和
様
の
出
組
木
鼻
付
き
、
隅
木
下
の
持
送
状
の
実
肘

木
を
手
挟
状
に
作
る
。
軒
天
井
は
鏡
天
井
。
中
出
慨
は
正
面
は
両
脇
に
蓑
東
（
羽
目
板
の
中
央
に
斗
繰
り
の
切
形
が
あ
る
が
柱
閉
装
鐙

し
飛
槍
隅
木
も

は
欠
如
）
、
側
回
り
は
間
斗
束
、
向
拝
は
速
一
一
一
斗
、
中
備
に
本
基
股
。
軒
は
二
軒
繁
垂
水
、
地
隅
木
の
木
口
は
木
鼻
状
に
加
工

木
で
作
り
出
す
。
ま
た
そ
の
飛
樵
隅
木
の
木
口
は
断
面
を
太
く
す
る
。
向
拝
は
身
舎
の
地
垂
木
を
打
越
し
て

ニ
軒
。
室
内
天
井
は
鏡
天
井
。
中
世
の
入
母
屋
造
妻
入
の
本
殿
は
、
摂
津
悶
に
属
す
る
一
一
一
田
市
貴
志
の
御
霊
神
社
本
殿
（
重
要

960 
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図96 宗箆神社本殿の平面図
（『神戸の茅資民家・寺社・民家集務』

より転Ij攻、一部修正）

文
化
財
、
文
明
二
年
〔

四
七
O
〕
）
や
岡
市
の
小
柿
の
天

満
神
社
本
般
（
操
指
定
重
姿
文
化
財
、
十
六
俊
紀
初
頭
）

が
あ
る
。
平
面
は
向
拝
を

陪
で
、
身
八
畳
一
口
正
面
を
一
一
一
問
、

制
問
題
背
面
二
賠
に
造
る
の
は
御
霊
神
社
本
殿
に
近
い
。

し
か
こ
の
形
式
は
播
磨
で
は
き
わ
め
て
珍
し
い
存
夜
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
神
社
本
殿
の
地
域
的
分
布
を
考
え

る
上
で
重
要
な
遺
構
で
あ
る
。
ま
た
一
部
に
後
補
は
見

ら
れ
る
が
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
細
部
で
は
身
舎
と
向

拝
の
頭
震
の
小
口
の
木
鼻
や
、
組
物
の
木
鼻
、
隅
木
を

の
面
白
い
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
向
拝
の
大
揺
取
方
柱
の
面
比
が
一
六
分
の
一
と
や
や
細
い
こ
と
、
間
斗
東
の
下
部
が
少
し
広

支
え
る
実
討
木
、
綱
木
等
の
意
一
征
に
優
れ
た
彫
刻
や
特

が
っ
て
い
る
事
な
ど
、
中
世
末
期
の
神
社
様
式
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
優
れ
た
彫
刻
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特

は
り
ま

徴
で
、
神
戸
市
の
播
磨
側
の
神
社
本
殿
の
傑
作
と
い
え
る
。

古代.［こわ｜せの建築

箱
木
家
住
宅
（
北
区
山
田
問
衡
問
出
）

兵
庫
県
に
は
現
在
ニ
棟
の
千
年
家
が
存
在
し
て
い
る
。
当
家
と
姫
路
市
安
富
町
皆
、
河
の
旧
吉
井
家
住
宅
で
あ
る
。
こ
の
千
年

第二節

家
と
称
さ
れ
た
民
家
は
古
く
は
県
内
各
地
に
あ
っ
た
。
同
じ
山
田
町
上
谷
上
で
は
昭
和
一
一
一
十
七
年
（
一
九
六
一
一
）
に
焼
失
し
た

[llf~ ・ c!Jtlt際史縦E961 



千
年
家
の
名
称
は

ーのわ

L

た
し
ま

阪
国
家
が
そ
う
だ
し
、
淡
路
や
但
馬
で
も
千
年
家
が
あ
っ
た
が
現
存
は
二
棟
だ
け
で
あ
る
。
箱
木
家
の

に
よ
る
と
、

（
二
ハ
九
O
）
に
亡
く
な
っ
た
伊
兵
衛
藤
致
の
代
に
、
当
地
を
支
配
し
て
い
た
小
堀
仁
右
衛
門
よ

り
千
年
家
の
屋
号
を
授
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
後
述
の
よ
う
に
中
間
の
逃
構
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
大
同
年
間

（八
O
六
1
一
O
）
建
設
と
の
伝
承
も
あ
る
。
吋
摂
津
名
所
図
会
（
以
下
足
謀
関
会
』
）
』
で
は
千
年
家
の
項
に
、
「
衝
原
村
箱
木
氏

の
家
を
い
ふ
。
近
年
ま
で
梁
文
に
大
同
二
年
の
文
字
あ
り
し
が
、
今
な
し
。
此
家
の
柱
を
見
る
に
、
古
代
の
物
に
し
て
、
お
よ

そ
千
年
以
前
の
体
な
り
」
と
あ
る
。
同
じ
千
年
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
出
古
井
家まさ

住
宅
で
は
、
『
播
州
皆
河
都
千
年
援
之
記
』
と
い
う
安
志
藩
の
祐
筆
の
丸
山
政

ひ

ろ

て

ん

ほ

う

照
が
天
保
七
年
（
一
八
一
一
一
六
）
に
書
い
た
記
述
に
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に

秀
吉
が
姫
路
城
を
築
い
た
と
き
に

の
家
は
無
災
の
千
年
家
也
」
と
し
て

1お木家住宅

材
木
を
徴
発
し
た
と
あ
る
。
売
永
の
家
と
は
永
き
を

ぐ
名
称
で
あ
る
が
、

」
れ
が
寿
永
年
間
（

一
八
二
i
八
四
）
建
設
と
の
伝
承
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
天
正
九
年
に
千
年
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
資
料
は
な
い
。
し
か
し
千
年

写真229

家
と
い
う
名
称
は
い
ず
れ
の
家
で
も
自
称
で
は
な
く
、
他
者
に
よ
っ
て
認
証
さ

れ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

裕
木
家
は
山
田
川
流
域
の
地
侍
で
衝
原
の
開
発
者
で
あ
ろ
う
。
鷲
尾
家
を
筆

頭
と
し
て
架
花
落
家
・
向
井
家
な
ど
と
掲
じ
階
層
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
家
々

は
六
条
八
幡
神
社
の
宮
躍
の
頭
賎
役
で
、
箱
木
家
は
下
一
朗
屋
役
で
あ
っ
た
。
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給水家住宅（主原と詰ff;R}~ljJ）（）の王手前J［玄｜（文化庁提供、一部修正）

「
摂
津
図
会
』
の
「
千
年
問
屋
」
の
図
は
見
聞
き
で
、

に
「
丹

の

生
山
田
鷲
尾
故
毘
架
花
落
氏
」
と
あ
っ
て
、
弁
天
社
を
併
寵
し
た
栗
花
落
家

が
あ
る
。
土
塀
を
回
し
正
面
に
四
脚
門
と
長
崖
を
捕
え
、
矩
折
り
に
納
鼠
状

の
建
物
が
続
き
、
奥
に
越
屋
根
の
主
屋
が
見
え
る
。
そ
の
下
頁
を
渡
っ
た
下

νり
ι

ザ
」
斗
3
品

A
M
仁

t
v－

yu

と
あ
っ
て
、
鷲
尾
家
が
よ
り
大
き
な
敷
地
で
正
面
西
に
濠

ら
し
き
も
の
が
見
え
、
門
と
長
箆
に
矩
折
に
建
物
を
連
続
さ
せ
奨
に
離
屋
を

あ
る
。

の
左
上
に

と
あ
っ
て
正
面
に
長
屋

付
け

門
風
の
建
物
が
あ
り
、
駕
定
家
と
同
じ
よ
う
な
矩
折
の
付
属
援
と
主
屋
が
見

え
る
。
こ
の
状
況
は
同
家
の
『
家
棺
図
』
と
も
あ
う
し
、
昭
和
五
十
年
十
二

月
か
ら
実
施
し
た
箱
木
千
年
家
前
庭
の

次
の
発
掘
諮
査
の
結
果
と
も
合
つ

て
い
る
。
た
だ
し
別
頁
の
女
性
と
子
供
が
庭
の
古
梅
を
眺
め
て
い
る
「
丹
生

山
田
千
年
屋
」
と
い
う
留
の
説
明
に
は

の
家
は
丹
生
山
田
箱
木
氏
の

旧
屋
也
、
柱
な
ど
虫
深
か
く
喰
て
実
に
千
載
を
ふ
る
丹
頂
の
鶴
の
機
也
（
中

絡
）
揺
に
千
年
屋
」
と
あ
り
、
箱
木
家
の
図
の
は
ず
で
あ
る
が
場
所
が
判
然

l玄197

と
し
な
い
。
離
座
敷
か
も
し
れ
な
い
。

に
は
箱
木
家
の
記
述
に
続
け
て
「
ま
た
岡
谷
東
小
部
に
も

千
年
屋
と
て
あ
り
。
こ
れ
も
十
日
代
の
家
な
り
。
（
中
略
）
こ
れ
よ
り
西
、
山

設［代・ 1:1:1111:僚史編狂963 



陰
道
の
山
中
谷
々
の
盟
に
は
、
古
き
家
麗
多
し
」
と
あ
り
、
当
時
か
ら
吉
民
家

が
多
い
地
域
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
に
実
臨
し
た
呑
吐
ダ
ム
水
没
地
区
文
化
財

調
査
の
山
白
川
流
域
の
民
家
調
査
で
も
、
十
八
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
古
民
家
が

七
棟
も
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
山
田
川
流
域
は
民
家
の
よ
く
残
っ
て
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
恐
ら
く
十
九
世
紀
以
降
に
標
準
的
間
取
り
と
な
っ

た
四
間
取
り
が
、
十
七
世
紀
後
半
に
す
で
に
こ
の
地
方
で
は
普
及
し
て
い
た
か

ら
で
、
こ
の
地
域
が
豊
か
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
衝
際
集
落
は
旧

山
田
村
で
は
最
下
流
に
位
置
し
て
お
り
、
東
の
坂
本
の
集
落
と
は
狭
路
な
谷
で

間
て
ら
れ
た
地
区
で
あ
る
。
現
在
は
呑
吐
ダ
ム
建
設
で
集
落
の
一
部
の
民
家
が

東
に
移
転
し
、
元
の
姿
は
な
い
。
籍
木
家
は
現
地
の
す
ぐ
西
で
、
北
東
に
小
丘

を
控
え
た
場
所
で
村
の
ほ
ぼ
最
東
部
に
当
た
り
、
西
側
に
広
が
る
集
落
を
見
晴

ら
せ
る
安
全
な
場
所
に
あ
っ
た
。
こ
の
田
山
田
村
は
摂
津
国
八
部
郡
に
属
し
て

い
る
。
八
部
郡
は
民
家
の
様
式
が
西
の
播
磨
園
と
同
じ
平
入
民
家
の
地
域
で
あ

る
が
、
同
じ
摂
津
田
で
も
有
馬
郡
や
菟
原
郡
は
妻
人
民
家
圏
で
、
民
家
の
分
布
聞
と
し
て
は
異
な
る
地
域
で
あ
る
。
毘
境
が
民

家
形
式
を
分
け
る
の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
地
域
は
郡
境
が
民
家
形
式
を
分
け
て
い
る
（
平
人
民
家
は
棟
方
向
に
対
し
て
直
交
し
た
位

霞
に
出
入
口
が
あ
る
が
、
姿
入
民
家
は
委
側
に
出
入
口
を
設
け
る
）
。
国
境
で
な
く
郡
境
が
民
家
形
式
を
分
け
て
い
る
理
由
は
今
後
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
本
住
宅
は
昭
和
田
十
一
一
年
の
重
要
文
化
財
指
定
時
は
一
棟
で
、
部
屋
部
分
は
正
面
背
面
と
も
に
一
一

964 
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は
主
屋
と
離
康
敷
の

棟
に
な
っ
て
い
る
。

の
六
間
取
り
で
、
背
揺
は
ヒ
ロ
シ
キ
の
土
問
側
に

の
ツ
キ
ダ
シ
が
憎
役
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
解
体
移
築
復
元
で
現
在

主
屋

平
入
部
鹿
敷
の
三
間
取
で
土
間
の
正
面
側
に
践
を
構
え
る
。
桁
行
、

一
・
一
二
九
メ

i
ト
ル
（
一
一
一
七
尺
五
寸
九
分
）
0

梁
問
、

八
・
間
二
メ
ー
ト
ル
（
二
七
尺
八
七
寸
）
。
上
陸
桁
行
問
問
、
架
間
一
一
一
郎
、
周
囲
半
期
下
屋
付
き
、
入
母
康
造
茅
資
平
入
。
平
面

古代・中！日の建築一一一升尚一ぷ）

は
左
住
ま
い
で
正
面
に
前
鹿
敷
が
あ
り
部
爆
の
中
央
に
い
ろ
り
を
切
る
。
背
甜

lま

に
仕
出
ら
れ
て
い
る
。
東
半
分
は
土
問
で
、
入
り
日
東
脇
に
眠
、
そ
の

つ
か
心
み

あ
る
。
小
屋
総
は
梁
間
ほ
ぼ
中
央
の
棟
下
に
東
踏
を
通
し

北
側

の

給水家住宅（主殿内部）

て
、
一
一
一
本
の
束
を
立
て
て
棟
木
を
支
え
、
一
二
カ
所
で
母
屋
を
支
え
る
が
そ
れ
ぞ

れ
に
鳥
居
束
を
添
え
て
い
る
。
ま
た
柱
上
に
乗
る
梁
端
か
ら
合
掌
を
架
け
て
い

る。
中
慌
の
民
家
の
特
徴
は
床
は
板
敷
き
で
m況
を
敷
き
つ
め
な
い
こ
と
、
柱
が
桁

方
向
に

間
待
に
立
つ
こ
と
、
前
後
の
部
崖
境
で
も
同
じ
よ
う
に
柱
が
立
つ
こ

写爽231

と
、
そ
の
住
間
の
寸
法
が
不
様
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
畳
を
敷
く
計
画

だ
と
柱
開
の
寸
法
が
正
確
で
な
け
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
本
間
（
関
間
関
）
で
供
給

さ
れ
た
問
討
を
敷
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
板
敷
き
で
は
柱
部
が
不
慌
い
で

i
h
u

、
一
枚
の
板
幅
を
調
整
す
れ
ば
隙
損
な
く
床
を
張
る
こ
と
が
出
来
る
。
土
問

,1,-11:; • q1jlt H¥11ヅミ主総立96ラ



は
な
お
さ
ら
の
こ
と
精
度
は
要
求
さ
れ
な
い
。
当
家
で
は
西
か
ら
東
に
行
く
に
従
っ
て
何
故
か
柱
聞
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
身
舎
の
酉
か
ら
、

t
l
l

、・レ、

J

i

i

j

 

八

メ
ー
ト
ル
（
以
上
部
屋
部
分
）
。
土
問
で
出
入
口
に
当
た
る
柱
出

が

・
四

0
メ
ー
ト
ル
、
慨
を
含
む
東
端
聞
が
二
・
八
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
土
間
部
分
は
作
業
空
間
で
あ
る
か
ら
広
く
な
っ

て
も
よ
い
の
だ
が
、
西
端
間
と
約
一
メ
ー
ト
ル
の

の
あ
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
社
寺
建
築
で
は
規
矩
術
で
垂
木
間
を
基
本

に
建
て
ら
れ
る
の
で
柱
間
の
ば
ら
つ
き
は
な
い
。
村
方
の
普
請
は
在
地
の
人
々
の
造
作
だ
か
ら
規
矩
の
制
約
が
な
い
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
住
ま
い
部
分
は
前
肢
敷
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
当
家
は
前
座
敷
の
梁
間
が
大
き
く
、
背
面
の
部

屋
の
架
聞
が
小
さ
い
か
ら
、
前
座
敷
の
土
間
境
に
…
間
俗
に
柱
、
か
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

た
だ
し
現
状
の
復
元
に
は
若
干
の
疑
義
が
あ
る
。
ま
ず
背
阪
が

に
間
仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、

間
仕
切
り
が
無
く

｛話一で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
前
後

で
あ
っ
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
ま
た
厩
の
入
り
口
の
位
置
が

お
か
し
い
。
牛
馬
が
人
と
同
じ
大
一
戸
を
く
ぐ
る
こ
と
が
不
自
然
な
の
だ
が
、
大
戸
を
く
ぐ
っ
て
直
角
に
曲
が
っ
て
厩
に
入
る
設

定
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
牛
馬
が
既
に
出
入
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
復
元
特

の
故
箱
木
勇
も
指
摘
し
て
い
た
。
吋
つ
く

は
ら

千
年
家
と
そ
の
周
辺
』
記
載
の
発
掘
の
関
と

は
今
の
厩
の
人
口
の
根
拠
は
な
い
。
阪
の
入
口
は
正
面
側
の
小
石

の

り
の
部
分
で
、
こ
れ
は
敷
居
下
の
小
石
敷
で
あ
る
。
部
屋
部
分
で
も
西
北
関
の
北
壁
上
部
の
桁
が
西
妻
の
繋
仰
木
と
震
な

ら
ず
下
部
に
ず
れ
て
い
る
。

の
位
置
を
後
ろ
に
ず
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
土
問
の
東
北
附
は
桁
と
梁
は
重
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
こ
と
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

L伊

の
建
立
年
代
は
十
五
世
紀
の
初
め
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
柱
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、

十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
期
、
鎌
倉
時
代
末
期
と
い
う
研
究
報
告
が
出
さ
れ
た
。
た
だ
こ
れ
ら
の
柱
が
現
主
毘
で
初
め
て
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用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
民
家
の
場
合
は
古
材
の
使
い
閉
し

は
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
な
お
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
わ
が
国
最
吉
の
民
家
と
し
て
、
民
家
史
上
最
も
重
要
な
迭
構
で

あ
る
。

難
座
敷

桁
行
問
問
、
梁
間
二
間
、

四
方
半
開
の
下
屋
を
閉
す
。
入
母
屋
造
茅
葺
。

南
八
畳
、
北
六
畳
二
期
続
き
で
、
北
以
外
三
方
因
縁
。
桁
行
、
九
・

O
ニメ
1

ト
ル
（
二
九
尺
七
寸
八
分
）
。
梁
問
、
五
・
七
九
メ
ー
ト
ル
（
一
九
尺
一
寸
二
分
）
。

建
立
年
代
は
不
詳
で
、
前
椙
舎
で
は
離
J

凶
敷
と
し
て
田
代
目
で
、
十
八
由
紀

初
め
頃
と
あ
る
。
当
時
の
大
百
姓
の
家
構
と
し
て
は
離
感
敷
を
捕
え
る
の
は

普
通
で
あ
る
。
当
家
で
は
こ
の
ほ
か
に
い
く
つ
か
の
付
属
屋
を
持
ち
、
長
屋

古代・仁！Ji但の建築

門
も
構
え
て
い
た
こ
と
は
、
『
摂
津
鴎
会
』
で
も
捕
か
れ
て
い
る
。
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